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第 1 章

概要

CiscoASR 920シリーズアグリゲーションサービスルータは、モジュラおよび固定構成のルー
タファミリであり、サービスプロバイダーがビジネス用、家庭用、およびモバイル用アクセ

スサービスをユーザに提供するのを支援します。これは、イーサネットサービスを提供する、

キャリアイーサネットアクセスプラットフォームです。

CiscoASR 920シリーズルータファミリは、シスコの現在および計画中のキャリアイーサネッ
トルーティングポートフォリオを補完および強化するものであり、コストが最適化され、温

度範囲が拡張されたアクセスプラットフォームを提供します。

• Cisco ASR 920シリーズルータの機能（1ページ）

Cisco ASR 920シリーズルータの機能
Cisco ASR 920シリーズルータファミリには、次のものが含まれます。

• ASR 920-Modular [ASR-920-24SZ-IM]：フォームファクタが 1.5 RUのこのサブファミリ
は、固定の ENETインターフェイス（10 GE X 4および 1 GE光ファイバ X 24）、モジュ
ラインターフェイスカード用のスロットX1、および冗長モジュラ電源（AC/DC）を備え
ています。このモデルでは、ASR 900ルータファミリのインターフェイスモジュールを
利用できます。

• ASR 920-Fixed [ASR-920-24SZ-M/ASR-920-24TZ-M]：フォームファクタが 1 RUのこのサ
ブファミリは、固定の ENETインターフェイス（10 GE X 4および 1 GE銅線または SFP X
24）、および冗長モジュラ電源（AC/DC）を備えています。

次の表に、サポートされるポートの数とタイプの一覧を示します。

表 1 : Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータでサポートされるポート

タイミングポート10 GEポートタイプ1 GEポートタイプ10 GE
ポート

1 GEポー
ト

ASR 920のサブファミリ

ToDおよびBITSGPS
1 PPSおよび GPS 10
MHz

ビルトインのSFP+
X 4

光ファイバ X 24424ASR-920-24SZ-IM
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タイミングポート10 GEポートタイプ1 GEポートタイプ10 GE
ポート

1 GEポー
ト

ASR 920のサブファミリ

該当なしビルトインのSFP+
X 4

銅線X24光ファイ
バ X 24

424ASR-920-24SZ-M/ASR-920-24TZ-M

GigabitEthernet銅線ポート
固定銅線 GigabitEthernet（GE）インターフェイスは、標準の RJ-45コネクタを通じて提供され
ます。これらのポートは次の機能をサポートします。

•速度とデュプレックスの強制または自動ネゴシエーションを使用した、標準の
10/100/1000Base-T/TXオペレーション。

•ストレートおよびクロス接続用の自動クロスオーバー（Auto-MDIX）。
• 802.3x標準で定義された、一時中断によるフロー制御。
• 9216バイトのフレームサイズ。
•復元された受信クロックをSETSに対する入力クロックソースとして提供し、システム全
体の基準クロックを使用して送信クロックを導出する、同期 ENETオペレーション。

GE SFPポート
GE SFPポートは、以下の機能をサポートします。

• 100Base-FXおよび 1000Base-X SFPモジュール。
•銅線 SFPモジュール。
• SFPによって指定されたデジタルオプティカルモニタリング。
•特に指定がない限り、任意の SFPの組み合わせもサポートされます。
• 802.3x標準で定義された、一時中断によるフロー制御。
• 9216バイトのフレームサイズ。
•復元された受信クロックをSETSに対する入力クロックソースとして提供し、システム全
体の基準クロックを使用して送信クロックを導出する、同期 ENETオペレーション。

銅線ベースの SFPは、同期 ENETオペレーションをサポートしません。（注）

SFP+ポート
SFP+ポートは以下の機能をサポートします。

•光トランシーバモジュールによって指定されたデジタルオプティカルモニタリング。
•特に指定がない限り、任意の SFPの組み合わせもサポートされます。
• 802.3x標準で定義された、一時中断によるフロー制御。

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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• 9216バイトのフレームサイズ。

インターフェイスモジュール

Cisco ASR-920-24SZ-IMルータのインターフェイスモジュールは現場交換可能なユニットで
す。RSPで提供されるポートに加えて、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータは次のインターフェイ
スモジュールをサポートしています。

ギガビットイーサネット RJ45インターフェイスモジュール（A900-IMA8T）

ギガビットイーサネット RJ45インターフェイスモジュールは、8個のギガビットイーサネッ
ト銅線ポートを提供します。次の図にインターフェイスモジュールを示します。

図 1 : 8 x 1ギガビットイーサネット RJ45（銅線）インターフェイスモジュール

• RJ45ギガビットイーサネットモジュールの取り付けに関する詳細については、「イン
ターフェイスモジュールの取り付け」を参照してください。

• RJ45ギガビットイーサネットモジュールで使用可能なインターフェイスを確認するに
は、「インターフェイスモジュールで使用可能なインターフェイス」を参照してくださ

い。

10ギガビットイーサネット XFPインターフェイスモジュール（A900-IMA1X）

10ギガビットイーサネット XFPインターフェイスモジュールは、10ギガビットイーサネッ
ト XFPモジュールをサポートする単一ポートを提供します。次の図にインターフェイスモ
ジュールを示します。

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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図 2 : 1 x 10ギガビットイーサネット XFPインターフェイスモジュール

• 10ギガビットイーサネット XFPモジュールの取り付けに関する詳細については、「イン
ターフェイスモジュールの取り付け」を参照してください。

• 10ギガビットイーサネット XFPモジュールで使用可能なインターフェイスを確認するに
は、「インターフェイスモジュールで使用可能なインターフェイス」を参照してくださ

い。

•サポートされる SFPの詳細については、以下にある「Cisco ASR 900 Series Aggregation
Services Router Interface Modules Data Sheet」を参照してください。
http://www.cisco.com/c/en/us/products/routers/asr-903-series-aggregation-services-routers/datasheet-listing.html

2 X 1 10ギガビットイーサネット SFP+インターフェイスモジュール（A900-IMA2Z）

2ポート 10ギガビットイーサネットインターフェイスモジュールは、10ギガビットイーサ
ネット SFP+および XFPモジュールをサポートするデュアルポートを提供します。

図 3 : 2 X 10ギガビットイーサネットインターフェイスモジュール

• 2X10 GE SFPギガビットイーサネットモジュールの取り付けに関する詳細については、
「インターフェイスモジュールの取り付け」を参照してください。
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• 2X10 GE SFPギガビットイーサネットモジュールで使用可能なインターフェイスを確認
するには、「インターフェイスモジュールで使用可能なインターフェイス」を参照してく

ださい。

•サポートされる SFPの詳細については、以下にある「Cisco ASR 900 Series Aggregation
Services Router Interface Modules Data Sheet」を参照してください。
http://www.cisco.com/c/en/us/products/routers/asr-903-series-aggregation-services-routers/datasheet-listing.html

8ポート 1ギガビットイーサネット SFPと 1ポート 10ギガビットイーサネット SFP+の
組み合わせによるインターフェイスモジュール

この 1ポート 10ギガビットイーサネットインターフェイスモジュール搭載の 8ポート 1ギガ
ビットイーサネット（RJ45銅線）インターフェイスモジュールは、高密度の組み合わせイン
ターフェイスモジュールです。このモジュールは、8個のギガビットイーサネット銅線ポート
および 1個の 10ギガビットイーサネット SFP+ポートをサポートします。

図 4 : 8ポート 1 GE（RJ45）+ 1ポート 10 GE SFP+インターフェイスモジュール

8ポート T1/E1インターフェイスモジュール（A900-IMA8D）

8T1/E1インターフェイスモジュールは、前面パネルのRJ48Cコネクタを介して最大8のT1/E1
ポートの接続を提供します。次の図にインターフェイスモジュールを示します。
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図 5 : 8 x T1/E1インターフェイスモジュール

• 8ポート T1/E1インターフェイスモジュールの取り付けに関する詳細については、「イン
ターフェイスモジュールの取り付け」を参照してください。

• 8ポート T1/E1インターフェイスモジュールで使用可能なインターフェイスを確認するに
は、「インターフェイスモジュールで使用可能なインターフェイス」を参照してくださ

い。

• 8ポートの T1/E1インターフェイスモジュールの LEDインジケータの詳細については、
「8 T1/E1インターフェイスモジュールの LED」を参照してください。

• 8ポートのT1/E1インターフェイスモジュールにおけるRJ45Cのピン割り当ての詳細につ
いては、「RJ45Cポートのピン割り当て」を参照してください。

インターフェイスモジュールで使用可能なインターフェイス

Cisco ASR-920-24SZ-IMルータでは、オーバーサブスクリプションモードはサポートされませ
ん。必要に応じてポートを無効にし、システムの使用量を 64 Gbpsに制限する必要がありま
す。オーバーサブスクリプションモードですべてのインターフェイスを有効にすると、予期し

ないシステムパフォーマンスが発生する可能性があります。

（注）

次の表に、サポートされるインターフェイスモジュールで使用可能なインターフェイスの一覧

を示します。

表 2 :サポートされるインターフェイスモジュールでの使用可能なインターフェイス

前面パネルポー

トの無効化

システムのオー

バーサブスクライ

ブ

使用するシステム

のインターフェイ

ス

数

量

インターフェイスモ

ジュール

DS3/E3OC3/OC12T1/E110GESFPCu
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前面パネルポー

トの無効化

システムのオー

バーサブスクライ

ブ

使用するシステム

のインターフェイ

ス

数

量

インターフェイスモ

ジュール

00042400なし

16～
23

な

し

00041681A900-IMA8T

あ

り

00062401A900-IMA2Z

あ

り

00052401A900-IMA1X

20～
23

な

し

00842001A900-IMA8D

前面および背面パネル

次の図は、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータのポート番号を示しています。
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図 6 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータの前面パネル

10GE SFP+ X 412電源 0（ACまたは DC）1

アラームポート13電源 0 LED（ACまたは
DC）

2

USBコンソールポート14電源 1（ACまたは DC）3

USBメモリポート15電源 1 LED（ACまたは
DC）

4

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
8

概要

前面および背面パネル



インターフェイスモジュー

ル（IM）の電源 LED
16ToD用の RJ-48スロット5

1 PPSの同軸コネクタ17BITS用の RJ-48スロット6

10 MHzの同軸コネクタ18コンソールポート

（TIA/EIA-232F）
7

IMステータス LED19補助コンソールポート8

システムステータス LED20管理ポート9

ボードの電源 LED211GESFP光ファイバポート
X 24

ポート 0は下部
左側、ポート 1
は上部左側にあ

り、以降も同様

です。

（注）

10

--インターフェイスモジュー

ル上のポート用スロット

11

図 7 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータの背面パネル

ファンステータス
LED

2アースラグ1
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図 8 : Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの前面パネル

1GE SFP光ファイバ X 24
（CiscoASR-920-24SZ-M）

1GE SFP銅線 X 24（Cisco
ASR-920-24TZ-M）

8電源 0（ACまたは DC）1

10GE SFP+ X 49電源 0 LED（ACまたは
DC）

2

USBメモリポート10電源 1（ACまたは DC）3

アラームポート11電源 1 LED（ACまたは
DC）

4
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USBコンソールポート12コンソールポート

（TIA/EIA-232F）
5

ボードの電源 LED13管理ポート6

システムステータス LED14補助コンソールポート7

図 9 : Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの背面パネル

ファンステータス
LED

2アースラグ1

仕様

次の図で、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータ（ACおよび DC）および Cisco ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータ（ACおよび DC）のその他の機能について説明します。

表 3 : Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの仕様

ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-MASR-920-24SZ-IM仕様

17.5 X 9.43 X 1.72インチ

寸法には PSUおよび IMの
ハンドルは含まれません。

（注）

17.5 X 9.43 X 2.6インチ

寸法には PSUおよび IM
のハンドルは含まれませ

ん。

（注）

サイズ（幅 X奥行
X高さ）

ASR-920-24SZ-M：5.53 kg

ASR-920-24TZ-M：4.90 kg

（ラックブラケット、SFP X 24
（ASR-920-24SZ-Mの場合のみ）お
よび SFP+オプティカルX4、および
AC PSU X 2）

7.08 kg

（ラックブラケット、SFP X 24お
よび SFP+オプティカル X 4、AC
PSU X 2、および IMカード X 1を
含む）

重量

RU X 11 1/2 RUラックユニット

前面から背面前面から背面、および側面から背面エアーフロー

前面ケーブルアクセス前面ケーブルアクセスケーブルアクセス

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-MASR-920-24SZ-IM仕様

64 Gbps64 Gbpsシステムスルー

プット

なしインターフェイスモジュールモジュール方式

電源モジュール

〇〇冗長

〇〇AC

250 W（最大）250 W（最大）電力仕様

〇〇DC

250 W（最大）250 W（最大）電力仕様

ASR-920-24SZ-M：最大 145W、通常
110 W、ASR-920-24TZ-M：最大 130
W、通常 100 W

180 W（最大）、130 W（通常）

（取り付け済み IMを含む）

システムの消費電

力

ASR-920-24SZ-M：494.76BTU/時（最
大）、375.33 BTU/時（通常）

ASR-920-24TZ-M：443.57BTU/時（最
大）、341.21 BTU/時（通常）

614.18 BTU/時（最大）、443.57
BTU/時（通常）

（取り付け済み IMを含む）

消費電力

–40º C～ 70º C

5～ 95% RH

–40º C～ 70º C

5～ 95% RH

動作温度/湿度

• 4つのアラームのドライ接点入
力（ノーマルオープン）

•クリティカル、メジャー、およ
びマイナーアラームの LEDイ
ンジケータ

• 4つのアラームのドライ接点入
力（ノーマルオープン）

•クリティカル、メジャー、およ
びマイナーアラームの LEDイ
ンジケータ

アラーム

なしIMカードによりサポートTDMのサポート

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-MASR-920-24SZ-IM仕様

•前面または背面レール（19イン
チまたは 23インチ）

• ETSI 300 mmキャビネット

•壁面取り付け（側面のマウント
オプションのみ）

詳細については、「壁面へ

のルータの取り付け」を参

照してください。

（注）

•前面または背面レール（19イ
ンチまたは 23インチ）

• ETSI 300 mmキャビネット

•壁面取り付け（側面のマウント
オプションのみ）

詳細については、「壁面

へのルータの取り付け」

を参照してください。

（注）

マウントオプショ

ン

1G X 24および 10G X 4ポート1GX 24および 10GX 4ポートと IM
カードポート

ポート設定

1G SFP（光ファイバ）X 24：ポート
[0：23]（ASR-920-24SZ-M）

1GSFP（銅線）X24：ポート [0：23]
（ASR-920-24TZ-M）

10G SFP+ X 4：ポート [24：27]

1G SFP X 24：ポート [0：23]

10G SFP+ X 4：ポート [24：27]

ポート番号付け

コンボポートなしコンボポートなしコンボポート

システムステータスLED、管理ポー
ト LED、PSU LED、ファントレイ
LED

データポート LED、システムス
テータス LED、管理ポート LED、
PSU LED、ファントレイ LED

LED

ボード用の温度センサー X 5

各 PSU用の温度センサー X 2

ボード用の温度センサー X 5

各 PSU用の温度センサー X 2

温度センサー

外部タイミングポート1588v2なし、
および SyncE機能のサポート

BITS/ToD用外部ポート、1 PPSお
よび 10 M 1588v2用 SMAポート、
および SyncE機能のサポート

タイミングイン

ターフェイス

外部インターフェイス

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの前面パネルには、以下
の外部物理インターフェイスがあります。

ネットワークインターフェイス

ネットワークインターフェイスが固定ポートを介して提供されます。

• GE SFPポート（光ファイバ）：100/1000モードをサポート（ASR 920-24SZ-IMおよび
ASR-920-24SZ-M）

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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• GE SFPポート（銅線）：10/100/1000オペレーションをサポート（ASR-920-24TZ-M）
• 10GE SFP+：10Gモードをサポート

ネットワークタイミングインターフェイス

ネットワークタイミングインターフェイスは、CiscoASR-920-24SZ-IMルータでのみ使用でき
ます。

（注）

• BITS入力または出力：BITSインターフェイスは、1.544 MHzの T1または 2.048 MHzの
E1からのクロック回復（ソフトウェアによって構成可能）をサポートします。BITSイン
ターフェイスは、前面パネルの標準 RJ-48コネクタを通じて提供されます。

• 1PPS入力/出力および ToD入力/出力：このシールド付き RJ-45インターフェイスは、
Time-of-Day（ToD）および 1PPSパルスの入力または出力に使用されます。ToD形式には
NTPおよび IEEE 1588-2008両方の時間形式が含まれます。

1PPSおよびTOD用の同じRS422ピンが、入力方向と出力方向で共有されます。それぞれの方
向は、ソフトウェアで個別に設定可能です。

• GPS 10 Mhzの入出力：GPS同期化のための 10 MHzの入力。前面パネルのこのコネクタ
は、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータから 10 MHzの出力も提供できます。方向は、ソフト
ウェアを使用して設定できます。

• GPS1PPS入出力：GPS同期化のための1PPSの入力。前面パネルのこのコネクタは、Cisco
ASR-920-24SZ-IMルータから 1 PPSの出力も提供できます。方向は、ソフトウェアを使用
して設定できます。

外部アラーム入力

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、前面パネルの RJ-45
ジャックを使用して 4つのドライ接点アラーム入力をサポートします。

• [NormallyOpen]：アラーム回路に電流が流れておらず、電流が流れるとアラームが生成さ
れることを示します。

各アラーム入力はクリティカル、メジャー、またはマイナーとしてプロビジョニングできま

す。

管理インターフェイス

CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、次の管理インターフェ
イスを備えています。

電源およびファン

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、1 + 1冗長構成で AC
または DCの電源をサポートします。PSUはホットスワップ可能です。両方の PSUが挿入さ

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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れ、起動している場合、負荷はこれらの PSU間で共有されます。ACと DC PSUの両方で表示
されるステータス LEDは、ステータスおよび出力状態を示します。

表 4 :電源の仕様

DCAC仕様

-48/-60 Vまたは 24 V100 V～ 240 V、50/60 Hz電圧

5.5 A：48/–60 V

11 A：24 V

2端子ブロックを使用

2.6A（標準のC16タイプレセプタクルを使用）電流

260 W
（ASR-920-PWR-D）

260 W（ASR-920-PWR-A）入力電

力

DC PSUは、DC PSUの前面パネルのスイッチを使用してオンまたはオフにできます。（注）

DC PSUの場合、UVPおよび OVPの制限は、電源投入時に適用される入力電圧によって異な
ります。-48/-60 Vの場合：UVP= -36 VdcおよびOVP = -72 Vdc、24 Vの場合：UVP =18 Vdcお
よび OVP = 32 Vdc

（注）

この製品は、設置する建物の一部として電力サージ保護機能を必要とします。電磁適合性と安

全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、AC電源供給装置に外部 Surge
Protective Device（SPD;サージ保護デバイス）を取り付ける必要があります。

（注）

DCシステムの場合、1KVより多くのサージが予期される場合は、適切な外部サージ保護デバ
イスを追加します。

（注）

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータには、システムの一部と
して着脱式ファントレイがあります。ファントレイはホットスワップ可能です。このシステ

ムは、最大動作温度 70 º C（1つのファンに障害が発生した場合は最大動作温度 65 °C）で最大
4時間動作するように設計されています。

LEDインジケータの確認

このセクションでは、各種の前面パネル LEDのタイプとその動作について説明します。

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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PWRおよび STAT LED

PWRおよび STAT LEDは前面パネルで使用できます。これらの LEDはボードの電源（PWR）
および全体的なルータのヘルス（STAT）ステータスを示します。電源投入時に、これらのLED
はブートの状態を示し、エラーを報告します。

デジタルコード署名は、ROMMONイメージの起動前に、その整合性と信頼性を検証します。（注）

表 5 : PWRおよび STAT LEDインジケータ

備考説明STAT LEDの状
態

PWR LEDの状態

オレンジのまま/消灯の場合は
FPGAの設定で障害が発生し
ていることを示します。

システムの電力には問題がなく、FPGAの設定
が実行されています。

消灯オレンジ

システムは応答不能な状態で

す。コンソールメッセージは

表示されません。

FPGAイメージ検証のエラー。赤オレンジ

—FPGAイメージのアップグレードのエラー。
ゴールデン FPGAイメージが続行されていま
す。

オレンジオレンジとグリーンが

交互に点滅

—FPGAの設定は正常に行われており、デジタル
コード署名がFPGAイメージを正常に検証しま
した。デジタルコード署名は、ROMMONを起
動するために制御をMicroloaderに渡しました。

消灯オレンジとグリーンが

交互に点滅

システムは応答不能な状態で

す。コンソールメッセージは

表示されません。

デジタルコード署名が ROMMONイメージ検
証の失敗を報告しました。

赤オレンジとグリーンが

交互に点滅

プロビジョニングが完了する

と、両方のLEDがグリーンに
点灯します。

ZTPプロセスが開始されました。オレンジで点

滅

グリーン

IOS XEイメージは起動しています。消灯グリーン

—起動が正常に行われ、システムは正常に動作し

ています。

グリーングリーン

—マイナーアラーム、または同期化がホールド

オーバーあるいはフリーランニングモードです

オレンジグリーン

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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備考説明STAT LEDの状
態

PWR LEDの状態

—メジャーまたはクリティカルアラーム（いずれ

かのセンサーについて高温が報告されてい

る）、または複数のファンでの障害。

赤グリーン

CPU管理ポートの LED

10/100/1000管理ポートの LEDはコネクタ自体に統合されています。コネクタには 2つの LED
があります。左側の LEDはリンク/アクティビティステータスを示し、右側の LEDはリンク
のデュプレックスステータスを示しています。

表 6 : CPU管理ポートの LEDの表示

説明LEDの状態LED

1000 Mbpsのリンクアップグリーン左

1000 Mbpsのアクティビティグリーンに点滅

100/10 Mbpsのリンクアップオレンジ/オレンジ

100/10Mbpsのアクティビティオレンジの点滅/オレン
ジ

リンクダウン消灯

全二重のリンクグリーン右

半二重のリンク消灯

SFPの LED

それぞれの SFPポートに LEDインジケータがあります。LEDは、上矢印が上側のポート、下
矢印が下側のポートを示すように設定されています。

表 7 : SFPポートの LEDの表示

説明LEDの状態LED

1000Base-X/100Base-FXのリンクアップグリーンSFPポート番号と同じようにラベ
ル付け

1000Base-X/100Base-FXのアクティビティグリーンに点

滅

障害/エラー黄色

リンクダウン消灯

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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SFP+ LED

それぞれの SFP+ポートに LEDインジケータがあります。

表 8 : SFP+ポート LEDの表示

説明LEDの状態LED

10GのリンクアップグリーンSFPポート番号と同じようにラベル付
け

10Gのアクティビ
ティ

グリーン（点

滅）1

障害/エラー黄色

リンクダウン消灯

1 A900-IMA8T1Zと A900-IMA2Zの場合、LEDのステータスは 10G/1Gポートのアクティ
ビティでグリーンになります。

8 T1/E1インターフェイスモジュールの LED

次の表に、8 X T1/E1インターフェイスモジュールの LEDの要約を示します。

表 9 : 8 X T1/E1インターフェイスモジュールの LED

説明LEDの状態LED

アクティブ

稼働上ダウン、カードがディセー

ブルまたは不良

グリーン

消灯

アクティブ

すべてのポートがアップ状態で1つ以上
のポートがループバック状態

グリーンに点滅

設定済みのポートが1つ以上ダウン状態オレンジ

設定済みポートが1つ以上ダウン状態で
少なくとも1つの設定済みポートがルー
プバック状態

オレンジに点滅

すべての電源レールはサポート

範囲内

無効化

インターフェイスモジュールに

電力が供給されていない

グリーン

赤

消灯

電源

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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説明LEDの状態LED

不合格

ディセーブル/電源遮断

起動中

アクティブ

赤

消灯

赤色に点滅

グリーン

動作状態

（STAT）

すべてのポートがディセーブルまたは

シャットダウン状態

消灯

RJ-45 LED

それぞれの RJ-45ポートに 2つの LEDインジケータがあります。左側の LEDはリンクステー
タスを示し、右側の LEDはデュプレックス LEDの状態を示します。

表 10 : RJ-45の LEDの表示

説明LEDの状態LED

10/100/1000Base-Tのリンクアップグリーン左

10/100/1000Base-Tのアクティビティグリーンに点

滅

障害/エラー/リンクダウン黄色

管理機能のダウン消灯

全二重のリンクグリーン右

半二重のリンク消灯

電源装置の LED

前面パネルには、電源装置ごとに対応する LEDがあります。

表 11 : PSU LEDの表示

説明LEDの状
態

LED

電源装置は動作しており、12V出力に問題はありません。グリーンOK

12V出力障害（入力なし、または電源装置の障害）。赤

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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システムインターフェイス LEDの動作

表 12 : 1G銅線および 1G SFP LEDの表示

1G SFPポートのLED1G銅線ポートの LED（リン
ク/デュプレックス）

イベント

消灯消灯/消灯ROMMON

消灯消灯/消灯IOSのシャットダウン

黄色黄色/消灯IOSのシャットダウンなし（ケーブル切断）

消灯グリーン/グリーンIOSのシャットダウンなし（ケーブル接続）
（メディアタイプ RJ-45）

グリーン消灯/消灯IOSのシャットダウンなし（ケーブル接続）
（メディアタイプ SFP）

グリーン消灯/消灯IOSのシャットダウンなし（ケーブル接続）
（メディアタイプ自動）

表 13 :管理ポートの LEDの表示

管理ポートの LED（リンク/デュプレッ
クス）

10Gポートの
LED

イベント

グリーン/グリーン（1000 Mbps、全二
重）

オレンジ/グリーン（100/10 Mbps、全二
重）

消灯ROMMON（ケーブル接続）

消灯/消灯消灯ROMMON（ケーブル切断）

消灯/消灯消灯IOSのシャットダウン

消灯/消灯オレンジIOSのシャットダウンなし（ケー
ブル切断）

グリーン/グリーン（1Gモード）

オレンジ/グリーン（100/10Mモード）

グリーンIOSのシャットダウンなし（ケー
ブル接続）
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ファントレイの LED

表 14 :ファントレイの LED

説明色または状

態

システムの電源がオンになっていません消灯

すべてのファンが正常に動作していますグリーン

一つまたは複数のファンで障害が発生したことを示す、重大なエラーで

す

オレンジ

ROMMON消灯

ホットスワップ（OIR）

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、次の OIR操作をサ
ポートしています。

• SFPが取り外された場合、他のポートのトラフィックフローへの影響はありません。
• SFPが取り付けられている場合、システムは現在の設定に基づいてオペレーション用の
ポートを初期化します。挿入されているSFPがそのポートの現在の設定に対応していない
場合、ポートは設定が更新されるまで動作しません。

•両方の電源が設置されてアクティブになっていると、負荷はそれらの間で共有されます。
または、1つのPSUが負荷全体をサポートすることもできます。電源が動作していない場
合や、入力ケーブルが取り外されている場合、残りの電源が中断なしにすべての負荷を引

き継ぎます。

• TDM IMを除き、インターフェイスモジュールは、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータの類似
のインターフェイスモジュールとホットスワップできます。詳細については、「インター

フェイスモジュールのホットスワップ」を参照してください。

•ファントレイを取り外したり交換したりする場合、ルータの電源をオフにする必要はあり
ません。ただし、ファントレイがシャーシから取り外されると、周囲温度によっては一定

の時間後に、ルータが自動的にシャットダウンします。ルータがシャットダウンするま

での時間を次の表に示します。

表 15 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータのシャットダウン時間の表

シャットダウン時間（最小）インレット周囲温度（摂氏）番

号

14分-10～ -51

8分-4～ 152

6分 30秒16～ 293

4分 30秒30～ 404
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シャットダウン時間（最小）インレット周囲温度（摂氏）番

号

3分 20秒41～ 445

2分 50秒45～ 496

2分 10秒50～ 547

1分 35秒55～ 598

1分60～ 649

35秒65以上10

ルータのライセンス

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR 920 24SZM、ASR 920 24TZMルータでは、次の種類のライセン
スをサポートします。

•ポートライセンス：ポートのアップグレードライセンスが「成長に合わせた投資」モデ
ルとして利用できます。

• 1Gアップグレードライセンス
• 10Gアップグレードライセンス

•バルクライセンス：バルクポートライセンスでは、単一のライセンスですべてのポート
を使用できます。

•タイミングライセンス（1588）：ルータがマスタークロックとして使用される場合は、
タイミングライセンスが必要です。

• Advanced Metro IP Access
• Metro IP Access
• Metro Access（デフォルト）

前述のライセンスを有効化するには、次の手順に従います。

•シスコソフトウェアライセンシング：シスコソフトウェアライセンスのアクティベー
ション機能は、有料のシスコソフトウェアライセンスの取得および検証を行うことによ

り、シスコのソフトウェア機能セットを有効化する一連のプロセスとコンポーネントで

す。

シスコソフトウェアライセンシングによって生成されるライセンスはシャーシの UDIに関連
付けられており、対応するWatchtower Device Certificate（WDC）がシステムに保存されていま
す。

（注）

•シスコスマートライセンシング：スマートライセンシングは使用量ベースのライセンス
であり、デバイスがシスコのセキュアサーバに登録されます。
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第 2 章

インストールの準備

この章では、設置場所で Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータ
の設置を準備する方法について説明します。

•安全に関する注意事項（23ページ）
•設置場所の計画（30ページ）
•ルータの受け取り（42ページ）

安全に関する注意事項
Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの設置を開始する前に、
けがや機器の損傷を避けるために、この章の安全に関する注意事項を確認してください。

また、CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの取り付け、設定、
またはメンテナンスを行う前に、『Regulatory Compliance and Safety Information for the CiscoASR
920 Series Aggregation Services Router』のドキュメントに記載されている安全上の警告を確認し
てください。

標準の警告文

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次のガイドラ

インは、安全に作業を行ってもらうために用意してあります。この装置は、ラックに1つだけ
の場合は、一番下に搭載するようにしてください。ラックに複数の装置を設置する場合は、最

も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り付けます。ラックにスタビライザが付いて

いる場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を設置したり、ラック内の装置を

保守したりしてください。ステートメント 1006

警告
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この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された

場所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入

室できない場所を意味します。ステートメント 1017

警告

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメン

ト 1040
警告

システムの過熱を防ぐため、周囲温度が推奨範囲の最大値である 158 °F（70 °C）度を超える
場所ではシステムを使用しないでください。ステートメント 1047

警告

シャーシは、建物に恒久的に固定されたラックに取り付ける必要があります。ステートメント
1049

警告

安全上の重要事項：「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されてい

ます。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策

に留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属

の安全についての警告を参照してください。ステートメント 1071

警告

これは、クラス A準拠装置であり、工業用の EMC要件のために登録されます。営業担当者ま
たは購入者はこれを認識する必要があります。このタイプを誤って販売または購入した場合、

住宅用途タイプと交換する必要があります。ステートメント 294

警告

本製品はクラスA製品です。国内環境で本製品を使用すると、電波障害を引き起こす可能性が
あります。その場合には、ユーザが十分な対策を講じるように求められることがあります。ス

テートメント 340

警告

この機器は、1999/5/EC指令の基本要件およびその他の関連規定に適合しています。ステート
メント 287

警告

取り付けに適しているのは、コンクリートなど、不燃性の壁面のみです。ステートメント 345警告
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個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項

安全を確保して、機器を保護するため、次のガイドラインに従ってください。このリストに

は、生じる可能性のある危険な状況がすべて網羅されているわけではありません。そのため、

注意を怠らないでください。

•システムを移動する前に、常にすべての電源コードおよびインターフェイスケーブルを外
してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。
•取り付けの前後に、シャーシの周辺は、できるだけ埃のない清潔な状態に保ってくださ
い。

•工具とアセンブリコンポーネントは、通行の邪魔にならない場所に保管してください。
•危険を伴う作業は、1人では行わないでください。
•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。
•シャーシに引っ掛かるような衣服は着用しないでください。
•眼を傷つける可能性がある場合は、作業時に保護眼鏡を着用してください。

モジュールの脱着の安全上の注意事項

ルータで作業をする場合は、次の安全上の注意事項に従ってください。

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

ビームを直視しないでください。または光学機器で直接見ないでください。ステートメント
1011

警告

目に見えないレーザー光が放射されています。ステートメント 1016警告

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。ステートメント 1051

警告

電気機器の安全な取り扱い

シャーシの作業や電源モジュール周辺の作業を行う前に、AC装置の電源コードを外し、DC
装置の回路ブレーカーの電源を切ってください。ステートメント 12

警告
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電力系統に接続された装置で作業する場合は、事前に、指輪、ネックレス、腕時計などの装身

具を外してください。金属は電源やアースに接触すると、過熱して重度のやけどを引き起こし

たり、金属類が端子に焼き付いたりすることがあります。ステートメント 43

警告

雷雨中には、屋外に接続部がある機器の使用や保守を行わないでください。

雷によって感電する危険性があります。ステートメント 1088

警告

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告

設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004警告

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されて

います。DCを取り付ける場合は、分岐回路ブレーカーが DCシステムの最大定格である 15A
であることを確認してください。ACシステムの場合、200 VACを超える電圧の場合は 15A、
127 VAC未満の電圧の場合は 20Aを使用します。ステートメント 1005

警告

装置を電気回路に接続するときに、配線が過負荷にならないように注意してください。ステー

トメント 1018
警告

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐ手が届く状態にしてお

いてください。ステートメント 1019
警告

感電を防ぐために、安全超低電圧（SELV）回路を電話網電圧（TNV）回路に接続しないでく
ださい。LANポートには SELV回路が、WANポートには TNV回路が組み込まれています。
一部の LANポートおよびWANポートでは、共に RJ45コネクタが使用されています。ケーブ
ルを接続する際は、注意してください。ステートメント 1021

警告
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容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。ステートメント
1022

警告

火災の危険性を抑えるため、必ず 26AWG以上の太さの電話線コードを使用してください。ス
テートメント 1023

警告

この装置は、アースさせる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正

しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっ

きりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント
1024

警告

必ず銅の導体を使用してください。ステートメント 1025警告

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置

の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
警告

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。ステートメ

ント 1032

警告

装置は、必ず、IEC 60950に基づいた安全基準の安全超低電圧（SELV）の要件に準拠する DC
電源に接続してください。ステートメント 1033

警告

装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステート

メント 1046
警告
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この装置は、アースさせる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正

しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっ

きりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント
1024

警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

電源端子には危険な電圧またはエネルギーが出ている場合があります。端子が使用されていな

い場合は必ずカバーを取り付けてください。カバーを取り付けるときに絶縁されていない伝導

体に触れないことを確認してください。ステートメント 1086

警告

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•部屋の緊急電源遮断スイッチを確認します。電気事故が発生した場合、迅速に電源をオフ
にすることができます。

•システムで作業を開始する前に、DCメイン回路ブレーカーをオフにし、電源端子ブロッ
クのケーブルを取り外します。

•次のときはすべての電源を切断してください。

•電源付近で作業する場合

•デバイスシャーシまたはネットワークプロセッサモジュールの取り付けまたは取り
外しを行う場合

•ほとんどのハードウェアアップグレードを行う場合

•故障していると思われる機器は取り付けないでください。

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

•電気事故が発生し、負傷しなかった場合は、次のように対処してください。

•負傷しないよう注意します。

•デバイスに対する電源をオフにしてください。

•可能であれば、医療を受けるために別の人を呼びます。それができないときは、被害
者の状態を判別してから助けを呼んでください。

•負傷者に心臓マッサージが必要かどうかを判断し、適切な処置を施してください。
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電源は切断されているが、電話回線またはネットワークケーブルには接続されている機器を取

り扱う場合は、次のガイドラインに従ってください。

•電話回線の設置または変更時には、注意してください。

•防水設計されていない電話ジャックは、湿気の多い場所に取り付けないでください。

•雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。

電源モジュールに関する考慮事項

設置場所の電源を調べ、クリーンな電力（スパイクやノイズのない電力）が供給されているこ

とを確認してください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

ESDによる損傷の防止

この機器にはアース接続が必要です。グリーンおよびイエローの6AWGアース線を使用して、
ホストを接地点に接続した状態で使用してください。ステートメント 383

警告

静電放電（ESD）によって機器が損傷し、電子回路に不具合が生じる可能性があります。静電
放電は、電気プリント基板の取り扱いが不適切な場合に生じ、障害あるいは断続的障害を引き

起こします。モジュールの取り外しおよび交換時は、静電放電防止手順に必ず従ってくださ

い。

•ルータのシャーシがアースに接続されていることを確認してください。
•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。不要な ESD電圧を
アースに流すために、シャーシフレームの塗装されていない表面にクリップを留めます。

静電破壊と感電を防ぐために、リストストラップとコードは効果的に使用する必要があり

ます。

•リストストラップを使用できない場合、シャーシの金属部分に触れることで自分自身を
アースしてください。

•コンポーネントの取り付けを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンのバスコネクタに適切に固定します。これら

の器具は、プロセッサの脱落を防ぐだけではなく、システムに適切なアースを提供し、バ

スコネクタを確実に固定させるために必要です。

•コンポーネントの取り外しを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンからバスコネクタを外します。

•コンポーネントはハンドルまたは端だけを持ち、プリント基板またはコネクタには決して
触れないでください。

•取り外したコンポーネントは、基板側を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静
電気防止用容器に入れます。コンポーネントを工場に返却する場合は、ただちに静電気防

止用容器に入れてください。
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•プリント基板と衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは体内の静
電気からコンポーネントを保護するだけです。衣服の静電気によってコンポーネントが損

傷することがあります。

•金属製フレームからプリント基板を取り外さないでください。

機器の安全を確保するために、静電気防止用リストストラップの抵抗値を定期的にチェックし

てください。抵抗値は、1～ 10 Mohmでなければなりません。
（注）

設置場所の計画
ここでは、Cisco ASR 920シリーズルータの設置を計画する方法について説明します。

一般的な注意事項

Cisco ASR 920ルータの使用または作業時には、次の注意事項に従ってください。

•システムコンポーネントをラジエータや熱源から離し、冷却ベントを妨げないようにして
ください。

•システムコンポーネントに食べ物や飲み物をこぼさないようにしてください。また、濡れ
た環境で製品を動作させてはなりません。

•システムコンポーネントの開口部には、何も押し込んではなりません。内部コンポーネン
トがショートして火災や感電の原因となる可能性があります。

•システムケーブルおよび電源コードの位置に注意してください。踏みつけたり、つまずい
たりすることがないように、システムケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必

要があります。システムコンポーネントのケーブルや電源コードの上に、何も乗っていな

いようにする必要があります。

•電源ケーブルとプラグを改造しないでください。場所を変更する場合は、ライセンスを待
つ電気技術者または電力会社にお問い合わせください。必ず、地域および国の配線規則に

従ってください。

•システム電源の切断後、再投入する場合は、システムコンポーネントの損傷を防ぐため
に、30秒以上の間隔を置いてください。

設置環境のチェックリスト

この章で説明するすべての設置場所の準備作業を実行して確認するには、次のチェックリスト

を使用してください。

•設置場所が環境条件を満たしている。
•設置場所の空調システムで、CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-M
ルータの熱放散を補うことができる。
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• Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータが位置する部分の床
がシステムの重量を支えられる。

•設置場所の供給電力が要件に適合している。
• Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを作動させる電気回
路が要件に適合している。

• TIA/EIA-232Fに従って、コンソールポートの配線および関係するケーブル接続の制限事
項が配慮されている。

• Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータのイーサネットケー
ブル接続距離が規定された制限の範囲内である。

• Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの設置を予定してい
る装置ラックが、規定された要件に適合している。

•ラック位置の選択時には、安全性、メンテナンスの容易さ、および適切なエアーフローを
慎重に検討する必要がある。

設置場所の選択に関する注意事項

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータには、特定の環境動作条
件があります。温度、湿度、高度、および振動がルータのパフォーマンスおよび信頼性を左右

する可能性があります。次に、適切な動作環境を準備できるように、固有の情報を示します。

CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、『RegulatoryCompliance
and Safety Information for the Cisco ASR 920 Series Router』に記載されている EMC、安全性、お
よび環境規格に適合するように設計されています。

環境要件

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの環境モニタによって、
過電圧や過熱状態による損傷からシステムおよびコンポーネントが保護されます。正常なシス

テム動作を維持し、不要なメンテナンスの手間を省くには、設置作業を行う前に、設置環境の

条件を整えておく必要があります。設置後は、「Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータの仕様」の表で説明されている環境特性が設置場所で維持されるよう
にしてください。

プラント外部の設置（セルサイトキャビネット、仮設小屋など）の場合は、空気汚染、埃、

湿気、昆虫、有害生物、腐食ガス、汚染大気やその他の外気中の反応性素子に対してCiscoASR
920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータが保護されている必要があります。
このレベルの保護を実現するために、ユニットを完全に密閉されたラックまたはキャビネット

に設置することを推奨します。このようなキャビネットの例には、Telecordia GR487に準拠し
た熱交換器を備えた IP65キャビネットが含まれます。温度は–40 °C～ 70 °Cの間に維持され
る必要があります。

装置は、ラックによって外部の気候や環境の影響を直接受けないように保護されており、かつ

動作環境がGR-3108-COREのクラス2で定義されているとおりに以下の範囲に設定されている
必要があります。

• -40 °C（- 40°F）～ 70 °C（158°F）
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• 5～ 85% RH

寸法および重量

適切な場所にシステムを配置できるように、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータの物理特性を理解しておいてください。詳細については、「CiscoASR
920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの仕様」の表を参照してください。

エアーフローに関する注意事項

冷気は、ルータの後方に取り付けられているファンによって Cisco ASR 920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを循環します。

内部ファンは、通気口から冷えた空気を取り込み、シャーシに空気を循環させることにより、

内部コンポーネントの正常な動作温度を維持します。

エアーフローの方向は前方から後方です。次の図は、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータを通過す
るエアーフローの方向を示します。

図 10 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータでのエアーフロー

次の図は、CiscoASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを通過するエアーフローの方向を
示します。
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図 11 : Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータでのエアーフロー

装置ラックを十分なエアーフローが通過するようにするために、以下に示す最小の空間を常時

確保することをお勧めします。

•前面の空間：12.7 cm
•背面の空間：10 cm

次の点に注意してください。
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• Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータと他のデバイスを背
中合わせに配置する場合は、2台のデバイス間に最低 10 cmのエアーフローの空間を確保
してください。

また、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの背後にある
デバイスが、CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータに向かっ
て空気を吹き出すように設置されていないことを確認してください。

•装置ラックと、ラックに配置されているルータ内のエアーフローがブロックまたは制限さ
れている場合、またはラックに流れる換気の温度が高いと、ラックと、ラックに配置され

ているルータ内で適正温度を超えた状態が発生する可能性があります。

•また、設置場所では、可能な限り埃のない状態にする必要があります。埃はルータのファ
ンに詰まる傾向があり、機器ラックと、ラックに配置されているルータ内で冷気の流れが

低下するため、過熱状態のリスクが高まります。

•閉鎖型ラックの場合、換気が十分に行われるようにしてください。各ルータから放熱され
るため、ラックに詰め込みすぎないようにしてください。冷気が回るように、閉鎖型ラッ

クにはルーバーが付いた側面とファンが必要です。ラックの下部近くにある機器による放

熱は、上部にある機器の吸気口に流れ込む可能性があります。

•オープンラックにシャーシを設置する場合、ラックフレームが排気ファンをふさがない
ようにしてください。

•ラックに設置された機器、特定に閉鎖型ラック内の機器に障害が発生した場合、可能であ
れば機器を自動的に作動させます。そのラック（および隣接するラック）内にあるその他

すべての機器の電源を切ることで、ルータに最大の冷気とクリーン電力を供給できます。

•シャーシの吸気口に隣接機器の排気が流れ込むような場所には、CiscoASR920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを設置しないでください。ルータ内をどのよ
うに空気が流れるかを検討してください。エアーフローの方向は、前面から背面であり、

シャーシ側面の吸気口から周囲の空気が取り込まれます。

いずれのタイプであっても、ラック装置にルータをマウントするときには、ルータ取り込まれ

る空気が 70 °Cを超えないようにする必要があります。
注意
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ETSIラックに取り付ける場合のエアーフローに関する注意事項

支柱が 2本または 4本のラックにCiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-M
ルータを設置するには、ラックの前面と背面のドアを取り外す必要があります。以下に示す最

小の空間を常時確保することをお勧めします。

•前面の空間：12.7 cm
•背面の空間：10 cm

4支柱の閉鎖型ラックにシャーシを取り付ける場合は、シャーシの両側に 10 cm以上のスペー
スを必ず確保してください。

床荷重に関する考慮事項

CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを支えるラック下の床は、
ラックとその他すべての搭載機器の合計重量を支えられる強度があることを確認してくださ

い。

完全に構成された状態でのCiscoASR 920シリーズルータの重量を評価するには、「Cisco ASR
920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの仕様」の表を参照してください。

床荷重要件の詳細については、『GR-63-CORE, Network Equipment Building System (NEBS)
Requirements: Physical Protection』のマニュアルを参照してください。

設置場所の電源に関する注意事項

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータには、特定の電源および
電気配線要件があります。これらの要件を満たすことによって、信頼できるシステム動作が保

証されます。Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータのために設
置場所の電源を準備するときには、次の注意事項および推奨事項に従ってください。

•冗長電源オプションでは、同一の第2電源モジュールを用意し、一方の電源モジュールが
故障した場合、またはあるラインで入力電源障害が発生した場合に、電力がシャーシに途

切れることなく、連続して供給されるようにします。

• 2つの電源装置は、それぞれ個別の入力電源に接続します。別の電源に接続しないと、外
部配線に不具合があったり、回路ブレーカーが落ちたりした場合、システム全体の電力が

失われることになります。

•入力電源が停電することのないように、電源装置に供給する各回路の合計最大負荷が配線
およびブレーカーの電流定格の範囲内にあることを確認します。

•設置前に設置場所の電源を確認し、設置後も定期的に確認して、クリーン電力が供給され
るようにしてください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

•電力線への落雷や電力サージを原因とするけがや機器の損傷を防ぐために、適切なアース
を施してください。シャーシアースは、セントラルオフィスまたはその他の内部アース

システムに接続する必要があります。

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。

注意
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Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの設置は、該当する規格
に準拠する必要があります。また、使用が認められるのは、銅の導体と組み合わせた場合に限

られます。金具を固定するアースボンドは、適合性のある材料にする必要があります。また、

金具や結合材料の緩み、劣化、電食が起きないものにする必要があります。シャーシアースと

セントラルオフィスまたはその他の内部アースシステムとの結合は、最低限、6 AWGゲージ
のワイヤ、銅のアース導体を使用して行う必要があります。

（注）

電源仕様については、「電源の仕様」の表を参照してください。

電気回路の要件

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mのルータごとに専用の電気回路
が必要です。ルータを二重化電源にする場合は、電源モジュールごとに別々の回路を用意し、

電源の冗長化機能が損なわれないようにする必要があります。

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、DC電源またはAC電
源で動作します。機器がアースされていて、電源ストリップ定格に従っていることを確認して

ください。電源ストリップに接続する全製品の合計アンペア定格が、定格の 80%を超えない
ようにしてください。

設置場所のケーブル配線に関する注意事項

ここでは、設置場所の配線およびケーブル接続に関する注意事項を取り上げます。Cisco ASR
920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータをネットワークに接続できるように
設置場所を準備するときには、各コンポーネントに必要なケーブルのタイプとともに、ケーブ

ルの制限事項を考慮してください。シグナリングの距離制限、電磁干渉（EMI）、およびコネ
クタの適合性を検討します。使用できるケーブルタイプは光ファイバ、太いまたは細い同軸、

ホイルツイストペア、シールドなしツイストペアです。

さらに、トランシーバ、ハブ、スイッチ、モデム、チャネルサービスユニット（CSU）、デー
タサービスユニット（DSU）など、必要なその他のインターフェイス機器も検討してくださ
い。

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを設置する前に、そのす
べての外部機器とケーブルを用意します。発注については、シスコのカスタマーサービス担当

者にお問い合わせください。

ネットワークの規模およびネットワークインターフェイス接続間の距離は、次の要因にも左右

されます。

•信号タイプ
•信号速度
•伝送メディア
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次の項に示す距離および速度制限は、シグナリング目的の場合に IEEEが推奨する最大速度お
よび距離です。この情報は、CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルー
タを設置する前のネットワーク接続の計画段階で参照してください。

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の

影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルスにより、

電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがあります。過去にこ

のような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談してください。

非同期端末の接続

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、ローカルコンソール
アクセス用の端末またはコンピュータを接続するコンソールポートを提供します。このポート

はRJ-45コネクタを備えており、IEEERS-232規格で指定された推奨距離のRS-232非同期デー
タをサポートします。

干渉に関する考慮事項

ある程度の距離にわたって配線する場合は、干渉として遊離信号が配線に誘導されるリスクが

あります。干渉信号が強い場合、データエラーや機器の損傷を引き起こすことがあります。

ここでは、干渉の原因および Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-M
ルータへの影響を最小限に抑える方法について説明します。

EMI

AC電流を動力とするすべての機器は、EMIを引き起こす可能性のある電気エネルギーを伝達
し、他の機器の動作に影響を与えることがあります。EMIの代表的な発生源は、機器の電源
コードおよび電力会社からの電力供給ケーブルです。

強力な EMIは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの信号ド
ライバおよびレシーバを破壊し、電力線を通じて設置機器に電力サージを発生させることによ

り、電気事故を引き起こすこともあります。このような問題が起きることはめったにありませ

んが、いったん起きると深刻な事態になります。

これらの問題を解決するには、専門知識および特殊な機器が必要であり、時間もコストも相当

かかる場合があります。しかし、電気環境のアースおよびシールドが適切であることを確認

し、電力サージを抑制する必要性に十分配慮することができます。

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータでサポートされる電極磁
気に関する準拠規格の詳細については、『Regulatory Compliance and Safety Information for the
Cisco ASR 920 Series Router』を参照してください。

無線周波数干渉

電磁場が長距離に及ぶ場合、RFI（無線周波数干渉）が伝達される可能性があります。建物の
配線がしばしばアンテナの役割を果たし、RFI信号を受信して、配線上でEMIをさらに増やし
ます。
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アース用導体を確実に施設してプラント配線にツイストペアケーブルを使用すると、プラント

配線から無線干渉が発生することはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信

号ごとにアース導体を1つずつ使用し、高品質のツイストペアケーブルを使用してください。

雷および AC電源障害の干渉

信号線が推奨ケーブル距離を超える場合、または信号線が複数の建物にまたがる場合は、施設

付近への落雷が Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータに与える
影響を検討する必要があります。

雷またはその他の高エネルギー現象がもたらすEMP（電磁パルス）は、電子機器を損傷または
破壊できるだけのエネルギーをシールドなしの導体に結合する可能性があります。過去にこの

種の問題を経験している場合は、RFIおよびEMIの専門家に相談し、CiscoASR920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの運用環境において、適切な電力サージ抑制およ
び信号ケーブルのシールドを確保する必要があります。

ラックに設置する場合の注意事項

以下のセクションでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータ
のラックマウントに関するガイドラインを提供します。

ラックマウントに関する注意事項

安全を確保するために、ラックマウントに関する次の注意事項を守ってください。

•ラックからコンポーネントを引き出す前に、ラックが水平で安定していることを確認して
ください。

•ラック内のコンポーネントに適切なエアーフローが確保されていることを確認してくださ
い。

•ラック内のシステムまたはコンポーネントを保守するときに、他のコンポーネントまたは
システムの上に足をかけたり、乗ったりしてはなりません。

•空きがあるラックに Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータ
を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、ラックの下から順番に取り付けま

す。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装
置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

ラックの選択に関する注意事項

CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、米国電子工業会（EIA）
の装置ラックに関する規格（EIA-310-D 19インチ）に適合する 2支柱または 4支柱の 19イン
チ装置ラックに搭載できます。ラックは最低2支柱で、シャーシをマウントするための取り付
けフランジを備えている必要があります。
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いずれのタイプであっても、ラック装置にシャーシをマウントするときには、シャーシに取り

入れる空気が 70 °Cを超えないようにする必要があります。
注意

2つの支柱にある取り付け穴の中心線間の距離は、18.31インチ ± 0.06インチ（46.50 cm ± 0.15
cm）でなければなりません。シャーシに付属しているラックマウント金具は、大部分の 19イ
ンチ装置ラックに適しています。

ルータは、次の特性または機能を備えたラックに設置することを検討してください。

• NEBSに準拠した 19インチ幅（48.3 cm）のラック。
•取り付けレールの EIAまたは European Telecommunications Standards Institute（ETSI）の穴
パターン。必要な取り付け金具は、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータに付属しています。システムの設置を予定しているラックに、
メートルネジ用のレールがある場合は、独自にメートル取り付け金具を用意する必要があ

ります。

•過熱防止の換気用に穴が空いた天板と開放型の底面。
•安定性を確保するための水平調節脚

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを閉鎖型ラックに設置す
ることはお勧めしません。内蔵コンポーネントの動作温度を許容範囲内で維持するために、

シャーシの冷気の流れが妨げられないようにする必要があるからです。閉鎖型ラックを使用す

る場合は、エアーフローの要件が「エアーフローに関する注意事項」の説明に従って維持さ

れていることを確認します。

注意

装置ラックに関する注意事項

ラックの配置は、人員の安全、システムのメンテナンス、およびシステムが環境特性の範囲内

で動作できるかどうかを左右する可能性があります。ここで説明するガイドラインに従って、

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータに適した場所を選択して
ください。

安全な場所の選択

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータがラック内で最も重量が
ある場合、または唯一の装置の場合は、最下部または最下部近くにルータを設置して、ラック

の重心をできるだけ低くしてください。

電子機器の適切な配置の詳細については、『GR-63-CORE, Network Equipment Building System
(NEBS) Requirements: Physical Protection』を参照してください。

メンテナンスが容易な場所の選択

以下に示す最小の空間を常時確保することをお勧めします。

•前面の空間：12.7 cm
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•背面の空間：10 cm

このスペースによって、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータ
コンポーネントを取り外し、日常の保守またはアップグレードを容易に行うことができます。

混み合ったラックには Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを
設置しないでください。また、同じラック内の他の装置から引き回されたケーブルが、ルータ

カードのアクセスにどのように影響するかを検討してください。

十分なエアーフローを確保し、シャーシ内部の過熱を防止するために、シャーシの前面および

背面を遮るものがないようにしておく必要があります。

設置時および動作時に問題が起きないように、機器の位置および接続を考えるときには、次の

一般的な注意事項に従ってください。

•定期的に show environment all コマンドを使用して、システム内部の状態を確認してくだ
さい。環境モニタがシャーシ内部の環境を絶えず確認し、高温になった場合は警告を出

し、その都度その他の危険の可能性に関するリポートを作成します。警告メッセージが表

示された場合は、ただちに問題の原因を突き止めて解消してください。

• Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、床から離し、埃
のたまりやすい場所に設置しないでください。

•静電気防止手順に従い、機器が損傷しないようにしてください。静電放電による損傷に
よって、即時または断続的な機器障害が発生する可能性があります。

十分なエアーフローを確保できる場所の選択

システム動作が環境特性の範囲内で維持されるように、また、システムの熱放散を補える温度

の空気が得られるように、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルー
タの設置には十分なエアーフローを確保してください。詳細については、「エアーフローに関

する注意事項」を参照してください。

インストレーションチェックリスト

設置を支援し、行った作業、作業者、作業時期のレコードを提供するには、次の表に記載する

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの設置チェックリストを
コピーしてください。これを使用して、各手順の完了と検証を記録します。チェックリストが

完成したら、新しい Ciscoルータに関する他の記録とともにサイトログに保管します。

表 16 : Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの設置チェックリスト

日付確認者タスク

シャーシの受領日

シャーシおよびすべてのアク

セサリの開梱

インターフェイスのタイプお

よび個数の確認
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日付確認者タスク

安全に関する注意および注意

事項の確認

インストレーションチェック

リストのコピー

サイトログの作成およびバッ

クグラウンド情報の記入

設置場所の電源電圧の確認

設置場所の環境仕様の確認

必要なパスワード、IPアドレ
ス、デバイス名などの準備

必要な道具を用意しました

ネットワーク接続機器の準備

ケーブル管理ブラケットの取

り付け（任意であるが推奨）

AC電源とルータに接続された
AC電源コード

DC電源とルータに接続された
DC電源コード

ネットワークインターフェイ

スケーブルおよびデバイスを

接続

システム電源を投入

システムブートが完了

（STATUS LEDが点灯）

システムバナーの表示後に、

正しいソフトウェア設定が表

示されることを確認

サイトログの作成

サイトログは、ルータの設置および保守に関連するすべてのアクションを記録するものです。

ルータの作業者全員がすぐに参照できるように、サイトログはシャーシのそばに保管してくだ

さい。
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取り付け前にサイトログを作成します（コピーを作成するために使用できるサイトログの例、

およびサイトログの詳細情報については、「サイトログ」を参照してください）。

ルータの受け取り
Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mの各ルータシャーシは、次の図
に示すように、コンテナに収容し、コンテナをパレットにストラップで固定した状態で出荷さ

れます。

図 12 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータの輸送用パッケージ

説明ラベル説明ラベル

梱包用の箱4アクセサリ用の外箱1
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説明ラベル説明ラベル

カートン用シーリング

テープ

5アセンブリの梱包材2

——ルータ3

図 13 : Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの輸送用パッケージ

説明ラベル説明ラベル

梱包用の箱4アクセサリ用の外箱1

カートン用シーリング

テープ

5アセンブリの梱包材2

——ルータ3

シャーシを持ち運ぶ際の注意事項

シャーシの頻繁な移動は想定されていません。電源やネットワーク接続の都合で、後からシャー

シを移動させなくてもすむように、システムを設置する前に、設置場所の準備を適切に整えて

おいてください。

シャーシまたはその他の重量物を運ぶときには、必ず、次の注意事項に従ってください。

•足下を安定させ、両足の間でバランスを取って、シャーシの重量を支えます。
•シャーシはゆっくり持ち上げます。持ち上げるときに、決して突然動いたり、身体をひ
ねったりしないでください。
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•背中をまっすぐに保ち、背中ではなく脚で持ち上げます。シャーシを持ち上げるためにか
がまなければならない場合は、腰ではなく、ひざからかがんで、背筋の負荷を軽減してく

ださい。

•搭載されているコンポーネントをシャーシから取り外さないでください。
•シャーシを持ち運ぶ前に、必ずすべての外部ケーブルを取り外してください。

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。ステートメ

ント 1032

警告

工具および機器

ルータおよびそのコンポーネントの設置およびアップグレードには、次の道具と機器が必要で

す。

•静電気防止用のコードとリストストラップ
•静電気防止用マットまたは静電気防止材
• No.1および No.2プラスドライバ
•ルータを装置ラックに固定するための番号 12-24のなべネジ
•ネットワークポートに接続するためのケーブル（構成によって異なる）

ケーブルの仕様の詳細については、「トラブルシューティング」を参照してください。（注）

•イーサネットポート接続用ネットワークインターフェイスカード付きイーサネットハ
ブ、スイッチ、または PC

• 9600ボー、8データビット、パリティなし、フロー制御なし、1ストップビットに設定さ
れているコンソール端末（ASCII端末または端末エミュレーションソフトウェアを実行し
ている PC）

•コンソールポートに接続するためのコンソールケーブル
•最大トルクが 30ポンドフォース/平方インチ（インチポンド）または 0.02 Kg/平方ミリ
メートル（kgf/mm2）の、プラスヘッド付きのラチェット式ドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具
• 6 AWGおよび 12 AWGの両方の被覆を除去するためのワイヤストリッパ
•メジャーおよび水準器

この装置の設置または交換は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ステート

メント 49
警告
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開梱および出荷内容の確認

シャーシが届いたら、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 輸送中の損傷がないか、箱を点検します。明らかに物理的な損傷がある場合は、シスコの代理
店にご連絡ください。

ステップ 2 Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを開梱します。

ステップ 3 目で見て、シャーシを点検します。

ステップ 4 次の表を使用して、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの梱
包内容を確認します。梱包用の箱は廃棄しないでください。将来、Cisco ASR 920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを移動または発送する場合にこの箱が必要です。

表 17 : Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータのデフォルト梱包内容

説明コンポーネント

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータシャーシ

シャーシ

シャーシのラックマウントブラケット（19イ
ンチ EIA）と 8本のネジ

アクセサリキット

2個のケーブルガイドと 2本のネジ

2本の 10-32ネジを備えたアースラグ X 1

USBタイプ Aから USBタイプ Aへのオス
ケーブル

CiscoASR920シリーズルータのポインタカー
ド

マニュアル

次のオプション機器の箱を確認してください。

• AC電源モジュールが出荷された場合は、
電源コード。DC電源ユニットの場合は
コードはなし。

オプション品

ほとんどのシスコ製品マニュアルはオンラインで入手できます。Cisco ASR
920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの付属マニュアル『Cisco
ASR 920 Series Router Pointer Card』には、オンラインで利用できるさまざまなマニュ
アルに関するリンクや情報が含まれています。

（注）
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第 3 章

ルータの設置

この章では、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの設置方法
について説明します。

•前提条件（47ページ）
•ルータのラックへの設置（48ページ）
•壁面へのルータの取り付け（57ページ）
•インターフェイスモジュールの取り付けおよび取り外し（61ページ）
•ファントレイの脱着（65ページ）
•電源装置の取り付け（69ページ）
• SFPモジュールの脱着（82ページ）
• 10/100/1000ポートへの接続（87ページ）
•シャーシのアース接続の取り付け（88ページ）
•ネットワークへのルータの接続（93ページ）

前提条件
Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを設置する前に、次のよ
うに設置準備することが重要です。

•設置場所（設置場所の計画）を準備し、設置計画またはMethod of Procedure（MOP）を確
認する。「設置場所の計画」を参照してください。

• Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの開梱と検査「ルー
タの受け取り」を参照してください。

• Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを正しく設置するた
めに必要な工具とテスト機器の収集「必要な工具と機器」を参照してください。

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの設置を準備する方法に
ついては、第 2章「設置の準備」を参照してください。
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ルータのラックへの設置
ここで説明する手順は、ラックへのルータの水平取り付けと垂直取り付けの両方に適用されま

す。

シャーシブラケットの取り付け

シャーシには、シャーシの前面または背面に取り付け可能なマウントブラケットが付属してい

ます。シャーシの前面にブラケットを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ラックマウントブラケットをアクセサリキットから取り出し、ルータシャーシの横に配置し
ます。

ステップ 2 ブラケットの 1つをシャーシ側面にあてがい、ネジ穴を合わせます。

19インチ EIAラック

次の図に、19インチ EIAラック用のブラケットを Cisco ASR-920-24SZ-IMルータの前面、中
央、背面の位置に取り付ける方法を示します。

図 14 : 19インチ EIAラック用のマウントブラケットの Cisco ASR-920-24SZ-IMルータへの取り付け（前面、中央、背面
の位置）
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次の図に、19インチ EIAラック用のブラケットを Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-M
ルータの前面、中央、背面の位置に取り付ける方法を示します。

図 15 : 19インチ EIAラック用のマウントブラケットの Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータへの取り付け（前
面、中央、背面の位置）
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23インチラック

次の図に、23インチラック用のブラケットを Cisco ASR-920-24SZ-IMルータに取り付ける方
法を示します。

図 16 : 23インチラック用のマウントブラケットの Cisco ASR-920-24SZ-IMルータへの取り付け（前面、中央、背面の位
置）
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次の図に、23インチラック用のブラケットを Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルー
タに取り付ける方法を示します。

図 17 : 23インチラック用のマウントブラケットのCisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータへの取り付け（前面、
中央、背面の位置）
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300 mm ETSIラック

次の図に、300 mm ETSIラック用のブラケットを Cisco ASR-920-24SZ-IMルータに取り付ける
方法を示します。

図 18 : 300 mm ETSIラック用のマウントブラケットの Cisco ASR-920-24SZ-IMルータへの取り付け（前面、中央、背面の
位置）
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次の図に、300 mm ETSIラック用のブラケットを Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-M
ルータに取り付ける方法を示します。

図 19 : 300 mm ETSIラック用のマウントブラケットの Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータへの取り付け（前
面、中央、背面の位置）
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ステップ 3 ステップ1で外したネジでブラケットをシャーシに固定します。推奨されている最大トルクは
10インチポンドです。

ステップ 4 もう 1つのブラケットについてステップ 3とステップ 3を繰り返します。

ラックへのルータシャーシの取り付け

ルータをラックに取り付けるときは、十分なエアーフローを確保します。詳細については、

「エアーフローに関する注意事項」を参照してください。

（注）

ルータを 19インチの EIAラックに設置する前にケーブルガイドを取り付けます。「ケーブル
ガイドの取り付け」を参照してください。

（注）

装置ラックにルータシャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 次のようにしてラック内のシャーシの位置を決めます。

•シャーシの前部（前面パネル）をラックの手前側にする場合は、シャーシの後部を支柱の
間に挿入します。

•シャーシの後部をラックの手前側にする場合は、シャーシの前部を支柱の間に入れます。
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ステップ 2 ブラケット（およびオプションのケーブルガイド）の取り付け穴と装置ラックの取り付け穴を
合わせます。

次の図に、19インチ EIAラックに Cisco ASR-920-24SZ-IMルータを取り付ける方法を示しま
す。

図 20 : 19インチ EIAラックへの Cisco ASR-920-24SZ-IMルータの取り付け

図 21 : 19インチ EIAラックへの Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの取り付け

ステップ 3 M6x12mmの亜鉛メッキスチール製ネジ 4本をブラケットの穴に通し、さらに装置ラックの支
柱のネジ穴に通して取り付けます。
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ステップ 4 巻き尺と水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられているかどうかを確認し
ます。

ケーブルガイドの取り付け

Cisco ASR-920-24SZ-IMルータでは、次のケーブルガイドをサポートしています。

• A920-CBL-GUIDE（左右）：前面パネルのすべてのコンポーネントからのケーブルの引き
回しに役立ち、適切なケーブル曲げ半径を可能にします。

19インチブラケットを使用してシャーシを取り付ける場合は、ラックにシャーシを取り付け
る前にケーブルガイドを組み立てる必要があります。

（注）

ケーブルガイドを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 左右のケーブルガイドをシャーシの前面に対して配置し、4つのネジ穴の位置を合わせます。
19インチラックの場合の図と、標準キットを使用する他のラックの場合の図を参照してくだ
さい。

図 22 : 19インチラックブラケットの場合の Cisco ASR-920-24SZ-IMルータへのケーブルガイドの取り付け
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図 23 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータへのケーブルガイドの取り付け（標準キットと同様）

ステップ 2 ケーブルキットに付属している 4本のM6x12mmネジを使用して、ケーブルガイドを固定し
ます。推奨されている最大トルクは 3N-mです。

壁面へのルータの取り付け
ここでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの壁付けの設
置方法について説明します。

ルータをブラケットへ取り付ける（壁面に取り付ける場合）

次の図に、19インチブラケットを Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータに取り付
ける方法を示します。
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図 24 : Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータへの壁付け用 19インチブラケットの取り付け

ルータの壁面への取り付け

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータおよびケーブルを確実に
支えるために、ルータを壁面の間柱、または固定した合板の背板にしっかりと取り付けてくだ

さい。

取り付けに適しているのは、コンクリートなど、不燃性の壁面のみです。ステートメント 345警告
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（注）

手順

ステップ 1 次の図に示すように、前面パネルを使用してルータを取り付けます。

次の図に、CiscoASR920-24SZ-IMルータの壁付け、およびASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-M
ルータの壁付けを示します。

図 25 :壁面への Cisco ASR-920-24SZ-IMルータの取り付け

CiscoASR-920-24SZ-IMルータ用の防火しずく
トレイ

1
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図 26 :壁面への Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの取り付け

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを垂直方向に取
り付ける場合は、電源が必ず下部にあるようにしてください。

注意

ASR-920-24SZ-1Mを壁面に取り付ける場合は、下記に示すように防火しずくトレイ
（シスコ製品番号 700-47267-01）を取り付けて、IEC 60950-1の製品安全要件を満た
すようにしなければなりません。

注意

Cisco ASR-920-24SZ-IMルータ用の防火しずくトレイを取り付けるには、以下の手順に従いま
す。

ステップ 2 上の図に示すように、防火しずくトレイをルータの下に配置します。

ステップ 3 4本のネジを締めて、防火しずくトレイを壁に固定します。
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インターフェイスモジュールの取り付けおよび取り外し
以下のセクションでは、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータに対するインターフェイスモジュール
の取り付けと取り外しについて説明します。

インターフェイスモジュールの取り付け

インターフェイスモジュールを取り付ける前に、『Cisco ASR 920 Series Aggregation Services
Router Configuration Guide』の「Activating or Deactivating InterfaceModule」セクションをお読み
ください。

（注）

手順

ステップ 1 インターフェイスモジュールを挿入する前に、シャーシがアース接続されていることを確認し
ます。

ステップ 2 取り付けられている場合は、インターフェイスモジュールのスロットを覆っているブランク
フィラープレートを取り外します。取り外すには、非脱落型ネジを使用して、ルータのスロッ

トからブランクフィラープレートを完全に引き出します。

ステップ 3 インターフェイスモジュールを挿入する際は、ルータのインターフェイスモジュールのスロッ
トの上端と下端の間にそのインターフェイスモジュールのエッジを慎重に合わせます。

ステップ 4 インターフェイスモジュールがバックプレーンに触れるまで、ルータスロットにインターフェ
イスモジュールを慎重にスライドします。次の図に、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータへのイン
ターフェイスモジュールの取り付け方法を示します。
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図 27 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータでのインターフェイスモジュールの挿入

ステップ 5 インターフェイスモジュールの両側の取り付けネジを締めて固定します。推奨される最大トル
クは 5.5インチポンド（.62 N-m）です。

ステップ 6 各インターフェイスモジュールにすべてのケーブルを接続します。

次のタスク

シャーシを持ち上げるには、インターフェイスモジュールや電源のイジェクタハンドルを使

用しないでください。これらのハンドルを使用してシャーシを持ち上げると、ハンドルが変形

または損傷する可能性があります。

注意
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インターフェイスモジュールの取り外し

インターフェイスモジュールを取り外す前に、『CiscoASR920SeriesAggregation ServicesRouter
Configuration Guide』の「Activating or Deactivating InterfaceModule」セクションをお読みくださ
い。

（注）

手順

ステップ 1 インターフェイスモジュールを取り外すには、各インターフェイスモジュールからすべての
ケーブルを外します。

ステップ 2 インターフェイスモジュールの両側の取り付けネジを緩めます。

ステップ 3 ハンドルを引いて、ルータスロットからインターフェイスモジュールを引き出します。ブラ
ンクフィラープレートを取り外す場合は、非脱落型ネジを使用してブランクフィラープレー

トをモジュールスロットから完全に引き抜きます。

インターフェイスモジュールのスロットを空のままにしておく場合は、ブランクフィ

ラープレート（シスコ製品番号：800-35323-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジ
で固定します。

（注）
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図 28 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータからのインターフェイスモジュールの取り外し

インターフェイスモジュールのホットスワップ

インターフェイスモジュールのホットスワップを行う前に、『CiscoASR920SeriesAggregation
Services Router Configuration Guide』の「Activating or Deactivating Interface Module」セクション
をお読みください。

（注）

Cisco ASR-920-24SZ-IMルータでは、ルータの電源を切らずにインターフェイスモジュールを
取り外して交換できる機能が提供されています。ホットスワップまたは活性挿抜（OIR）と呼
ばれるこの機能により、ルータの動作を中断せずにインターフェイスモジュールを取り外して

交換できます。
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Cisco ASR-920-24SZ-IMルータは、TDM IMのホットスワップまたはOIRをサポートしていま
せん。TDMIMをアクティブにするには、ルータをリロードする必要があります。ルータをリ
ロードしない場合、IMや関連する前面パネルポートは使用できません。リロードが中断され
ると、ポート20～23は無効のままになり、IMは次のリロードまでアウトオブサービス（OOS）
状態のままになります。

注意

ルータの電源がオンになっており、稼働している場合にインターフェイスモジュールの取り外

しまたは取り付けを行うと、ルータは次のように動作します。

1. モジュール用に十分な電力があるかどうかを確認します。
2. 設定の変更がないかどうか、バックプレーンをスキャンします。
3. 新たに取り付けたモジュールを初期化します。
4. モジュール上の設定済みインターフェイスを、取り外す前の状態に戻します。

ルータは、新しいインターフェイス上で診断テストを実行します。このテスト結果は、次のと

おりです。

•テストが正常に完了した場合、ルータは通常の動作であることを意味します。
•新しいモジュールに障害がある場合、ルータは通常の動作を再開しますが、新しいイン
ターフェイスはディセーブルになります。

•診断テストに失敗すると、ルータは処理を停止します。ほとんどの場合、新しいモジュー
ルのバス上に問題があることを示しているので、取り外す必要があります。

間違ったエラーメッセージの表示を避けるために、インターフェイスモジュールの取り外し

または交換を行う前に、すべてのインターフェイスの現在の設定を記録しておいてください。

また、モジュールの取り外しまたは交換後、システムの再初期化が完了するまで最低2分お待
ちください。この時間は、インターフェイスモジュール内のコンポーネント間の同期と RSP
の同期を可能にするために推奨されます。

注意

ファントレイの脱着
以下のセクションでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータ
に対するファントレイの取り付けと取り外しについて説明します。

ファントレイの取り付け

ファントレイは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータに冷気
を供給するモジュラ装置です。シャーシにファントレイを取り付けるには、次の手順に従って

ください。
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手順

ステップ 1 完全に装着されるまでシャーシにファントレイを戻します。次の図に、CiscoASR920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mのルータごとにファントレイの方向を設定する方法を示
します。

指、衣服、装身具をファンから離します。常にハンドルを使用してファントレイを扱

います。

注意

ステップ 2 付属の非脱落型ネジを使用して、シャーシにファントレイを固定します。推奨される最大トル
クは 5.5インチポンド（0.62 N-m）です。

図 29 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータへのファントレイの取り付け
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図 30 : Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータへのファントレイの取り付け

これで、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータのファントレイ
を取り付けまたは交換するための手順は完了です。

エアーフローの注意事項の詳細については、「エアーフローに関する注意事項」を参照して

ください。

ファントレイの取り外し

ファントレイは活性挿抜（OIR）をサポートします。ファントレイを取り外しまたは交換する
ために、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの電源を切断す
る必要はありません。ただし、ファントレイが 5分を超えてシャーシから取り外されると、
ルータはシャットダウンします。

ルータは、温度が周囲温度の制限を下回る場合、最大 5分間アクティブな状態を維持できま
す。ただし、過熱アラームが発生した場合、ルータは5分未満でシャットダウンする可能性が
あります。温度のクリティカルアラームが発生した場合、ルータはただちにシャットダウンし

ます。

注意
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間違ったエラーメッセージの表示を避けるために、ファントレイの取り外しまたは交換後は

システムの再初期化が完了するまで最低 2分お待ちください。
注意

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータのファントレイを取り外
して交換するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 No.2プラスドライバまたは指を使用して、シャーシにファントレイを固定している非脱落型
ネジを緩めます。図 3-18に、非脱落型ネジを含む Cisco ASR-920-24SZ-IMルータのファント
レイの前面を示します。図 3-19に、非脱落型ネジを含む Cisco ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータのファントレイの前面を示します。

図 31 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータからのファントレイの取り外し

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
68

ルータの設置

ファントレイの取り外し



図 32 : Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータからのファントレイの取り外し

指、衣服、装身具をファンから離します。常にハンドルを使用してファントレイを扱

います。

注意

ステップ 2 ミッドプレーンの電源レセプタクルから取り外すには、ファントレイを1インチ以内手前に引
きます。

ファンアセンブリをシャーシから外すときにファンがまだ回転している場合があります。ファ

ンアセンブリの筐体の隙間に指やドライバなどを近づけないでください。ステートメント263

ステップ 3 ファンの回転が停止するまで、少なくとも5秒間待ってください。次に、ファントレイを手前
に引き、シャーシから引き出します。

ファントレイをシャーシからスライドするときは、片手でファントレイの下部を支

えて、もう一方の手でファントレイのハンドルを持ったままにします。

（注）

これで、シャーシからファントレイを取り外すための手順は完了です。

新しいファントレイを取り付けるには、「ファントレイの取り付け」の手順に従います。

電源装置の取り付け
Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータでは、2種類の電源を選
択できるようになっています。
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• DC電源：-48 V/60 VDCまたは 24 VDC

DC電源では、2ピン端子ブロックスタイルコネクタが使用されます。端子ブロックコネクタ
のサイズは、電源の入力電流を処理するために適した AWG線のサイズを伝送するのに適切で
す。ON/OFFスイッチを搭載しています。

• AC電源：100 VAC～ 240 VAC

AC電源には、IEC 320タイプの電源レセプタクルおよび 15-Aのサービスコネクタがありま
す。AC電源では、標準のストレート電源コードを使用できます。電源には、ストレート電源
コードのみを使用できる電源コード保持具クリップが含まれます。ON/OFFスイッチは提供さ
れていません。

各電源装置は、単一のプライマリ入力電力接続を提供します。冗長性のためにデュアル電源を

取り付けることができます。

設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004警告

AC電源接続のある製品には、電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準
拠するために、設置する建物に外部サージ保護デバイス（SPD）が備わっている必要がありま
す。

（注）

シャーシを持ち上げるには、インターフェイスモジュールや電源のイジェクタハンドルを使

用しないでください。これらのハンドルを使用してシャーシを持ち上げると、ハンドルが変形

または損傷する可能性があります。

注意

以下のセクションでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータ
の電源の詳細について説明します。

電力損失の防止

ルータへの電力損失を防ぐには、次のガイドラインを使用します。

•入力パワー損失を防止するために、電源モジュールに供給する各回路の合計最大負荷が配
線およびブレーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•システムによっては、UPSを使用して、設置場所の電源障害から保護できます。鉄共振テ
クノロジーを使用するUPSタイプは使用しないでください。このタイプのUPSは、Cisco
ASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータなどのシステムに使用する
と、バーストデータトラフィックパターンによって入力電流が大きく変動し、動作が不

安定になるおそれがあります。
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電源接続に関するガイドライン

ここでは、デバイスの電源装置を設置場所の電源に接続する場合のガイドラインを示します。

この装置は、放射およびイミュニティに関する要件に準拠するようにアースされていることが

前提になっています。通常の使用時には、必ずスイッチのアースラグがアースされているよう

にしてください。ステートメント 1064

警告

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐ手が届く状態にしてお

いてください。ステートメント 1019
警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステート

メント 1045

警告

DC電源システムのガイドライン

DC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置は、それぞれ専用の入力電源を持たせるようにしてください。入力
電源は、UL60950、CSA60950、EN60950、および IEC60950規格の安全超低電圧（SELV）
要件に準拠する必要があります。

•回路は、専用の2極回路ブレーカーで保護する必要があります。電源装置の入力定格およ
び地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用してください。

•回路ブレーカーは切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。
•システムアースは、電源装置とシャーシのアースです。
• DC戻り線は、システムフレームやシステムアース機器に接続しないでください。
•アースラグを使用して、整備中に静電気防止用のリストストラップを取り付けます。

AC電源システムのガイドライン

AC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置には、それぞれ専用の分岐回路を持たせるようにしてください。
•電源装置の入力定格および地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用
してください。

•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。
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DC電源装置の取り付け
ここでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータに DC電源装
置を取り付ける方法を説明します。

この機器は、ネットワークテレコミュニケーション施設や NECが適用される場所での設置に
適しています。また、Common Bonding Network（CBN;共通ボンディング網）の一部としての
設置にも適しています。

（注）

この製品のアースアーキテクチャは、DC電源製品の DC絶縁（DC-I）です。DC電源製品の
公称動作 DC電圧は 48 VDCです。最小安定動作 DC電圧は 19.2 VDCです。

注意

DC電源モジュールの取り付け

電源モジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。アース接続の取り付け手順については、
「シャーシのアース接続の取り付け」を参照してください。

ステップ 2 存在する場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィ
ラープレートをシャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 3 取り付ける電源装置とつながる DC回路への電源がオフになっていることを確認します。DC
回路の電源を確実に遮断するには、DC回路に対応している回路ブレーカーをOFFの位置に切
り替え、回路ブレーカーのスイッチを OFFの位置のままでテープで固定します。

ステップ 4 片手で電源装置の金属のタブを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます。次の図に
示すように、電源装置を電源装置ベイに挿入します。電源装置がベイに完全に装着されている

ことを確認します

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
72

ルータの設置

DC電源装置の取り付け



図 33 : DC電源装置の取り付け

ステップ 5 電源装置の非脱落型ネジを締めます。推奨される最大トルクは 5.5インチポンド（0.62 N-m）
です。

冗長 DC電源を取り付ける場合は、2番目の電源に対してもこの手順を繰り返します。

DC電源へのケーブルの接続

DC電源モジュールを取り付ける場合は、14 AWG、90°Cのケーブルを使用します。建物に設
置されている回路短絡（過電流）保護機能の設定が15Aを超えていないことを必ず確認してく
ださい。

（注）

DC電源を接続するには、以下のようにします。

手順

ステップ 1 DC電源のガードを開きます。

ステップ 2 指定されたネジで DC電源ケーブルを接続します。以下の図を参照してください。
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図 34 : DC電源ケーブルの接続

ステップ 3 DC電源のガードを閉じます。

DC電源の電源投入

ラックまたは壁へのルータの取り付けが完了したら、これらのタスクを実行して取り付けを完

了します。

手順

ステップ 1 DC電源の電源を入れます。以下の図を参照してください。
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図 35 : DC電源の電源投入

電源オン/オフスイッチ1

ステップ 2 前面パネルのポートを接続します。

DC電源の取り外しと交換
ここでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータでの DC電源
モジュールの取り外しおよび交換について説明します。

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの電源はホットスワップ
可能です。冗長電源を取り付けた場合は、ルータへの電源を中断せずに単一の電源モジュール

を交換できます。

（注）

間違ったエラーメッセージの表示を避けるために、電源の取り外しまたは交換後はシステムの

再初期化が完了するまで最低 2分お待ちください。
注意

装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステート

メント 1046
警告

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告
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この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの DC電源を取り外して
交換するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電源モジュールを保守する前に、装置を設置している領域の回路ブレーカーのスイッチをオフ
にします。さらに、回路ブレーカースイッチをオフの位置にテープで固定します。

ステップ 2 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 3 電源モジュールの回路ブレーカースイッチをオフ（O）に切り替えます。

ステップ 4 電源の端子ブロックヘッドから端子ブロックプラグコネクタを引き出します。

ステップ 5 DC電源の非脱落型ネジをゆるめます。以下の図を参照してください。

図 36 : DC電源モジュールの取り外し

電源の引き抜きには非脱落型ネジを使用しないでください。注意

ステップ 6 片手で電源のハンドルをつかんで、もう一方の手でシャーシを支えながら電源モジュールを引
き抜きます。
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ステップ 7 5分以内に DC電源モジュールを取り付けます。「DC電源の取り付け」の図を参照してくだ
さい。電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランクフィラープレート（シスコ製品

番号 800-39165-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。

AC電源の取り付け
ここでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータに AC電源装
置を取り付ける方法を説明します。

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステート

メント 1045

警告

AC電源モジュールの取り付け

AC電源モジュールを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。アース接続の取り付け手順については、
「シャーシのアース接続の取り付け」を参照してください。

ステップ 2 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラー
プレートをシャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 3 片手で電源装置のハンドルを持ちます。次の図に示すように、もう一方の手を電源装置の下に
添えます。滑らせるようにして電源装置を電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に

装着されていることを確認します
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図 37 : AC電源の取り付け

ステップ 4 電源装置の非脱落型ネジを締めます。推奨される最大トルクは 5.5インチポンド（0.62 N-m）
です。

電源装置の非脱落型ネジは必ずしっかりと締め、保護アースの導通を確保してくださ

い。ステートメント 289
警告

AC電源のアクティブ化

AC電源をアクティブ化する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 次の図に示すように AC電源保持コードを接続します。
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図 38 : AC電源コードの保持コードの接続

ステップ 2 電源の保持具を持ち上げ、AC電源を差し込みます。

ステップ 3 次の図に示すように、保持コードを電源コードの方に押して、所定の位置にロックします。
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図 39 :電源の保持コードのロック

ステップ 4 電源コードのもう一方の端を AC入力電源に接続します。

ステップ 5 電源モジュールの LEDがグリーンになっているかどうかを調べ、電源モジュールの動作を確
認します。

ステップ 6 LEDに電源の問題が表示された場合は、「LEDインジケータ」でトラブルシューティング情
報を参照してください。

ステップ 7 冗長電源を取り付ける場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。

冗長AC電源を取り付ける場合は、電源障害の発生時に電力損失を防ぐために、各電
力は別の電源に接続してください。

（注）
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AC電源の取り外しと交換
ここでは、AC電源を取り外して交換する方法について説明します。

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの電源はホットスワップ
可能です。冗長電源を取り付けた場合は、ルータへの電源を中断せずに単一の電源モジュール

を交換できます。

（注）

間違ったエラーメッセージの表示を避けるために、電源の取り外しまたは交換後はシステムの

再初期化が完了するまで最低 2分お待ちください。
注意

装置を取り付けるときには、必ずアースを最初に接続し、最後に接続解除します。ステートメ

ント 1046
警告

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

AC電源を取り外して交換する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 電源コードを電源から外します。電源コードがまだ電源装置に接続されているときは、電源
コードの金属製プロングに触れないでください。

ステップ 2 電源コードを電源装置から取り外します。電源装置に埋め込みの金属製プロングには触れない
でください。

ステップ 3 次の図に示すように非脱落型ネジを緩めます。
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図 40 : AC電源モジュールの取り外し

電源の引き抜きには非脱落型ネジや電源保持具を使用しないでください。注意

ステップ 4 片手でAC電源の金属タブをつかみ、シャーシから少し引き出します。電源装置の下に片手を
置き、シャーシから完全に引き出します。「AC電源の取り付け」の図を参照してください。

ステップ 5 5分以内にAC電源を再度取り付けます。「AC電源の取り付け」の図を参照してください。電
源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランクフィラープレート（シスコ製品番号

800-39165-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。

SFPモジュールの脱着
ここでは、SFPモジュールの脱着方法について説明します。これらのモジュールは、「ベール
クラスプラッチなしの SFPモジュールの Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータの SFPモジュールスロットへの取り付け」の図に示すように SFPモ
ジュールスロットに挿入します。現地交換が可能なこれらのモジュールには、インターフェイ

スが用意されています。

このルータがサポートするSFPモジュールの一覧については、「サポートされるPID」を参照
してください。各ポートは、ケーブルの反対側の波長仕様と一致する必要があります。信頼性

の高い通信を実現するために、ケーブルは所定のケーブル長を超えないようにしてください。

シスコのルータには、シスコ製SFPモジュールのみを使用してください。SFPモジュールには
すべて、セキュリティ情報がエンコードされた内部シリアル EEPROMが装着されています。
この情報により、シスコはそのSFPモジュールがルータの要件を満たしているかどうかを識別
し、検証することができます。
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SFPモジュールの取り付け、取り外し、ケーブル接続についての詳細は、SFPモジュールのマ
ニュアルを参照してください。

SFPモジュールの装着
次の図に、ベールクラスプラッチ付きの SFPモジュールを示します。

ケーブル、ケーブルコネクタ、または SFPモジュールの光インターフェイスが破損する可能
性があるため、決して光ファイバケーブルを取り付けたまま光ファイバ SFPモジュールを着
脱しないでください。SFPモジュールを装着する前にすべてのケーブルを外してください。SFP
モジュールの着脱によって製品寿命が短くなることがあります。必要な場合以外には、SFPモ
ジュールの着脱を行わないようにしてください。

注意

図 41 :ベールクラスプラッチ付きの SFPモジュール

SFPモジュールをモジュールスロットに挿入するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されてい
ない金属面に取り付けます。

一部の SFPモジュールでは、接続の方向を示す送信（TX）および受信（RX）マーキングまた
は矢印でモジュールの上面を識別します。

ステップ 2 使用しているSFPモジュールにマーキングがある場合は、モジュールの上面を識別するために
使用します。

ステップ 3 SFPモジュールをスロットの開口部前面に合わせます。

ステップ 4 SFPモジュールをスロットに差し込み、モジュールのコネクタがスロットの奥に装着された感
触があるまで押します。ベールクラスプラッチ付きの SFPモジュールの取り付けについては
「ベールクラスプラッチ付き SFPモジュールの Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータの SFPモジュールスロットへの取り付け」の図を、ベールクラスプ
ラッチなしの SFPモジュールの取り付けについては「ベールクラスプラッチなしの SFPモ
ジュールの Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの SFPモジュー
ルスロットへの取り付け」の図を参照してください。
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図 42 :ベールクラスプラッチ付き SFPモジュールの Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの
SFPモジュールスロットへの取り付け

図 43 :ベールクラスプラッチなしの SFPモジュールの Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータ
の SFPモジュールスロットへの取り付け

ケーブル接続の準備が整うまで、光ファイバ SFPモジュールポートのダストプラグ
や光ファイバケーブルのゴム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよ

びキャップは、SFPモジュールポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役
割を果たします。ダストプラグは、後で使用できるように保管しておきます。

注意
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ステップ 5 SFPモジュールにケーブルコネクタを差し込みます。

•光ファイバ SFPモジュールの場合、LCケーブルコネクタを SFPモジュールに差し込みま
す。

• 1000BASE-T SFPモジュールの場合、RJ-45ケーブルコネクタを SFPモジュールに差し込
みます。

SFPモジュールの取り外し
モジュールレセプタクルから SFPモジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されてい
ない金属面に取り付けます。

ステップ 2 SFPモジュールからケーブルを外し、ケーブルの先端にダストプラグを取り付けます。

ケーブルコネクタプラグを再び取り付ける際には、送信（TX）と受信（RX）を間違
えないように注意してください。

ヒント

ステップ 3 ベールクラスプラッチ付きの SFPモジュール：次の図に示すように、ベールを引き出して下
に押し、モジュールを取り出します。ベールクラスプラッチが手の届きにくい場所にあり、人

差し指でラッチを解除できない場合には、小型マイナスドライバなどの細長い工具を使用して

ラッチを解除します。
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図 44 : Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータからのベールクラスプラッチ付き SFPモジュー
ルの取り外し

図 45 : Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-MルータからのベールクラスプラッチなしのSFPモジュー
ルの取り外し

ベールクラスプラッチなしの SFPモジュール：次の図に示すように、取り外し用工具を SFP
モジュールの横に挿入し、モジュールの外に引き出して、SFPを取り外します。

ステップ 4 親指と人差し指でSFPモジュールを持ち、モジュールスロットからゆっくりと引き出します。

ステップ 5 光ファイバSFPモジュールの場合、光インターフェイスが汚れないように、SFPモジュールの
光ポートにダストプラグを取り付けます。
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ステップ 6 外した SFPモジュールを耐静電袋またはその他の防護環境に保管します。

10/100/1000ポートへの接続

ルータの 10/100/1000ポートは、接続先装置の速度で動作するように自動的に設定されます。
接続先のポートが自動ネゴシエーションをサポートしていない場合は、速度およびデュプレッ

クスのパラメータを明示的に設定できます。自動ネゴシエーション機能のない装置または手動

で速度とデュプレックスのパラメータが設定されている装置に接続すると、パフォーマンスの

低下やリンク障害が発生することがあります。

（注）

最大限のパフォーマンスを実現するためには、次のいずれかの方法でイーサネットポートを設

定してください。

•速度とデュプレックスの両方について、ポートに自動ネゴシエーションを実行させます。
•接続の両側でポートの速度とデュプレックスに関するパラメータを設定します。

手順

ステップ 1 ワークステーション、サーバ、およびルータに接続する場合は、前面パネルのRJ-45コネクタ
にストレートケーブルを接続します。ルータまたはリピータに接続する場合は、クロスケー

ブルを使用します。

CLIでmdix autoインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用すると、
AutomaticMedium-Dependent Interface crossover（auto-MDIX）機能を有効にすることが
できます。auto-MDIX機能が有効になっている場合、ルータで銅線イーサネット接続
に必要なケーブルタイプが検出され、それに応じてインターフェイスが設定されま

す。したがって、接続先の装置のタイプにかかわらず、ルータの銅線 10/100/1000ま
たは SFPモジュールポートには、クロスケーブルまたはストレートケーブルのどち
らでも使用することができます。

（注）

ステップ 2 接続先装置のRJ-45コネクタに、ケーブルのもう一方の端を接続します。ルータと接続先装置
の両方でリンクが確立されると、ポート LEDが点灯します。

ポート LEDが点灯しない場合は、接続先装置の電源がオンになっていないか、ケーブルまた
は接続先装置に取り付けられているアダプタに障害がある可能性があります。

リンクが確立すると、ユーザネットワークインターフェイス（UNI）ポートのポー
ト LEDがグリーンになります。

（注）

ステップ 3 必要に応じて接続先装置の設定を変更して再起動します。

ステップ 4 ステップ 1～ 3を繰り返して、各装置を接続します。
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SFPモジュールへの接続
ここでは、SFPモジュールへの接続方法について説明します。光ファイバSFPモジュールへの
接続方法については、「光ファイバ SFPモジュールへの接続」を参照してください。

SFPモジュールの脱着方法については、「SFPモジュールの脱着」を参照してください。

光ファイバ SFPモジュールへの接続

次の手順で光ファイバケーブルを SFPモジュールに接続します。

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

ケーブル接続の準備が整うまで、SFPモジュールポートのゴム製プラグや光ファイバケーブ
ルのゴム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、SFPモジュー
ルポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

注意

手順

ステップ 1 モジュールポートと光ファイバケーブルからゴム製プラグを取り外し、再使用できるように
保管しておきます。

ステップ 2 SFPモジュールポートに光ファイバケーブルの一端を挿入します。

ステップ 3 接続先装置の光ファイバコネクタにケーブルの反対側を差し込みます。

ステップ 4 ポートステータス LEDを確認します。

ルータと接続先装置がリンクを確立すると、LEDがグリーンに点灯します。

ポート LEDが点灯しない場合、接続先装置が起動していない、ケーブルに問題がある、接続
先装置のアダプタに問題があるといった理由が考えられます。

ステップ 5 必要に応じてルータまたは接続先装置を再設定し、再起動します。

シャーシのアース接続の取り付け
電源を接続する前、または Cisco ASR-920-24SZ-IMルータの電源をオンにする前に、ルータに
適切なシャーシアース接続を施す必要があります。

ここでは、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータのシャーシをアース接続する方法について説明しま
す。アースラグはルータの背面パネルにあります。
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アースラグワイヤがファン開口部にかかっていないことを確認します。ヒント

図 46 : Cisco ASR-920-24SZ-IMルータの背面へのアースラグの取り付け

ファンステータス LED2アースラグ1

図 47 : Cisco ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの背面へのアースラグの取り付け

ファンステータ

ス LED
2アースラグ1

シャーシアース接続が十分であることを確認するには、次の部品および工具が必要です。

•アース線をルータに接続するための、最大トルクが 15インチポンド（1.69 N-m）のプラ
スヘッド付きのラチェット式ドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具
•アース線用 6 AWG以上の銅線
•使用しているワイヤに適したワイヤストリッパ

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータに接続する前に、回路ブ
レーカーの電源を切断してください。そうしないと、深刻な事故やルータの損傷が発生する場

合があります。

注意
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この装置は、アースさせる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正

しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっ

きりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント
1024

警告

必ず銅の導体を使用してください。ステートメント 1025警告

装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステート

メント 1046
警告

この装置はアクセス制限区域に取り付けられ、最小 6 AWGの銅製アース線に永続的にアース
接続する必要があります。

2ホールラグと対応するマウントポイントを使用して Cisco ASR 920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータをアース接続するには、次の手順を実行します。
ほとんどのキャリアでは、最小で 6 AWGアース接続が必要です。アース接続用のキャリアの
要件を確認します。

手順

ステップ 1 アース線が絶縁されている場合、ワイヤストリッパツールを使用して、アース線を 0.5インチ
± 0.02インチ（12.7 mm ± 0.5 mm）むき出しにします（次の図を参照）。

図 48 :アース線の被覆の除去

ステップ 2 2ホールアースラグの開放端に、アース線の絶縁体を取り除いた部分を差し込みます。

ステップ 3 （アースラグのメーカーによって指定された）圧着工具を使用して、次の図に示すようにアー
スラグをアース線に圧着します。
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図 49 :アースラグのアース線への圧着

ステップ 4 プラスドライバを使用して、2本の平型プラスヘッドネジで 2ホールアースラグとアース線
をルータに取り付けます。

ステップ 5 アース線の反対側を設置場所の適切なアース位置に接続します。

電源接続に関するガイドライン

ここでは、設置場所の電源への Cisco ASR 920シリーズアグリゲーションサービスルータの
電源の接続に関するガイドラインを示します。

この装置は、放射およびイミュニティに関する要件に準拠するようにアースされていることが

前提になっています。通常の使用時には、必ずスイッチのアースラグがアースされているよう

にしてください。ステートメント 1064

警告

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐに手が届く状態にして

おいてください。ステートメント 1019
警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステート

メント 1045

警告

DC電源システムのガイドライン

DC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。
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•シャーシの各電源装置は、それぞれ専用の入力電源を持たせるようにしてください。入力
電源は、UL60950、CSA60950、EN60950、および IEC60950規格の安全超低電圧（SELV）
要件に準拠する必要があります。

•回路は、専用の2極回路ブレーカーで保護する必要があります。電源装置の入力定格およ
び地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用してください。

•回路ブレーカーは切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。
•システムアースは、電源装置とシャーシのアースです。
• DC戻り線は、システムフレームやシステムアース機器に接続しないでください。
•アースラグを使用して、整備中に静電気防止用のリストストラップを取り付けます。
• DC戻り線がソース側にアース接続されていることを確認します。

AC電源システムのガイドライン

AC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置には、それぞれ専用の分岐回路を持たせるようにしてください。
•電源装置の入力定格および地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用
してください。

•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。

電力損失の防止

ルータへの電力損失を防ぐには、次のガイドラインを使用します。

•入力パワー損失を防止するために、電源モジュールに供給する各回路の合計最大負荷が配
線およびブレーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•システムによっては、UPSを使用して、設置場所の電源障害から保護できます。鉄共振テ
クノロジーを使用するUPSタイプは使用しないでください。このタイプのUPSは、Cisco
ASR 920シリーズルータなどのシステムに使用すると、バーストデータトラフィックパ
ターンによって入力電流が大きく変動し、動作が不安定になるおそれがあります。

ルータの稼働に必要な配電システムを計画するには、電力要件を判別しておく必要がありま

す。

DC電源のアクティブ化

DC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 回路ブレーカーのルータハンドルからテープを取り除き、回路ブレーカーのルータハンドル
をオン（|）の位置にして電源を再投入します。

ステップ 2 各電源の前面パネル LED（PS0または PS1）がグリーンになっているかどうかを調べて、電源
の動作を確認します。
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ステップ 3 LEDが電源の問題を示している場合は、「トラブルシューティング」を参照してください。

ステップ 4 冗長 DC電源を接続している場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。

冗長DC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各
電源は別の電源ソースに接続してください。

（注）

AC電源のアクティブ化

AC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。

ステップ 2 電源コードのもう一方の端を AC入力電源に接続します。

ステップ 3 各電源の前面パネル LED（PS0または PS1）がグリーンになっているかどうかを調べて、電源
の動作を確認します。

ステップ 4 LEDが電源に問題のあることを示した場合は、「トラブルシューティング」に記載された情報
を参照してください。

ステップ 5 冗長 AC電源を接続している場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。

冗長AC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各
電源は別の電源ソースに接続してください。

（注）

ネットワークへのルータの接続
ここでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータをネットワー
クに接続する方法を説明します。

SELVサービスのみを Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの
すべてのポートに接続します。

（注）

コンソールケーブルの接続

ここでは、コンソールケーブルを使用した Cisco ASR 920ルータへの接続方法を説明します。

Microsoft Windowsを使用した USBシリアルポートへの接続

ここでは、Microsoft Windowsを使用して USBシリアルポートに接続する方法を示します。
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USBシリアルポートに USBコンソールケーブルを接続してルータと PCの間に物理接続を確
立する前に、USBデバイスドライバをインストールします。そうしないと、接続は失敗しま
す。詳細については、「Cisco USBデバイスドライバのインストール」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 図に示すように、USBコンソールポートに USBタイプ A/タイプ Aケーブルを接続します。
Windowsベースの PCで初めて USBシリアルポートを使用する場合、次の項の指示に従って
すぐに USBドライバをインストールしてください。

• Cisco USBデバイスドライバのインストール

• Cisco USBデバイスドライバのアンインストール

USBポートと EIAポートは同時に使用できません。USBポートを使用する場合、こ
のポートは EIAポートよりも優先されます。

（注）

ステップ 2 PCに USBタイプ Aケーブルを接続します。

ステップ 3 ルータと通信するには、MicrosoftWindows HyperTerminalなどのターミナルエミュレータアプ
リケーションを起動します。次のパラメータを使用してソフトウェアを設定します。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット

•フロー制御なし

図 50 : USBコンソールケーブルの Cisco ASR 920ルータへの接続
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ケーブルラベルケーブルラベル

USBタイプ Aか
ら USBタイプ A
コンソールへの

ケーブル

2USBタイプ Aコンソール
ポート

1

Mac OS Xを使用したコンソールポートへの接続

ここでは、Mac OS Xシステム USBポートを組み込みの OS Xターミナルユーティリティを使
用してコンソールに接続する方法について説明します。

手順

ステップ 1 Finderを使用して、[Applications] > [Utilities] > [Terminal]を選択します。

ステップ 2 OS X USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、OS X USBポート番号を検索します。

例：

macbook:user$ cd /dev
macbook:user$ ls -ltr /dev/*usb*
crw-rw-rw- 1 root wheel 19, 6 Dec 9 16:25 /dev/tty.usbmodem1411
crw-rw-rw- 1 root wheel 19, 7 Dec 9 16:25 /dev/cu.usbmodem1411DT-macbook:dev user$

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

macbook:user$ screen /dev/tty.usbmodem1411 9600

ターミナルウィンドウからOSXUSBコンソールの接続を解除するには、Ctrl+Aに続けてCtrl+\
を入力します。

Linuxを使用したコンソールポートへの接続

ここでは、LinuxシステムUSBポートを組み込みのLinuxターミナルユーティリティを使用し
てコンソールに接続する方法について説明します。

手順

ステップ 1 Linuxのターミナルウィンドウを開きます。
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ステップ 2 Linux USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、Linux USBポート番号を検索します。

例：

root@usb-suse# cd /dev
root@usb-suse /dev# ls -ltr *ACM*
crw-r--r-- 1 root root 188, 0 Jan 14 18:02 ttyACM0
root@usb-suse /dev#

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

root@usb-suse /dev# screen /dev/ttyACM0 9600

ターミナルウィンドウから Linux USBコンソールの接続を解除するには、Ctrl+Aに続けて :を
入力し、それから quitを入力します。

Cisco USBデバイスドライバのインストール

MicrosoftWindowsベースのPCを初めてポートのUSBシリアルポートに接続するときは、USB
デバイスドライバをインストールする必要があります。

この手順は、MicrosoftWindowsXP/WindowsVista/Windows 2000/Windows 7/Windows 8にMicrosoft
Windows USBデバイスドライバをインストールする方法について説明します。次の URLの
[Tools and Resources Download Software]サイトの [USB Console Software]カテゴリから、ご利用
のルータモデルのドライバをダウンロードします。

ドライバをダウンロードするには、Cisco.comプロファイルに関連付けられた有効なサービス
契約が必要です。

（注）

手順

ステップ 1 ファイル asr-9xx_usbconsole_drivers.zipを解凍します。

ステップ 2 XR21x141x-Win-DriversOnly-Vers2.1.0.0/EXEフォルダにある xrusbser_ver2100_installer.exeをダ
ブルクリックします。インストールウィザード GUIが表示されます。

ステップ 3 [Next]をクリックします。[InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Finish]をクリックします。

ステップ 5 USBケーブルを PCおよびルータ USBコンソールポートに接続します。画面上の指示に従っ
てドライバのインストールを完了します。

ステップ 6 XR21V1401 USB UARTデバイスドライバが正常にインストールされたというメッセージが表
示されます。
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USBコンソールを使用する準備が整いました。

Cisco USBデバイスドライバのアンインストール

この手順は、Microsoft Windows XP/Windows Vista/Windows 2000/Windows 7/Windows 8から
Microsoft Windows USBデバイスドライバをアンインストールする方法について説明します。

ドライバをアンインストールする前に、ルータコンソール端末の接続を解除します。（注）

手順

ステップ 1 [Start] > [Control Panel] > [Add or Remove Programs (Uninstall a program)]を選択します。

ステップ 2 [WindowsDriver Package - Exar corporation (xrusbser) Ports]にスクロールして、[Remove]をクリッ
クします。[Program Maintenance]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ドライバをアンインストールするには [Yes]をクリックします。

EIAコンソールポートへの接続

US-to-RJ45アダプタケーブルおよび DB9コンソールケーブルは Cisco ASR 920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータに付属していません。これらのケーブルはシスコ
に別途注文できます。

（注）

シリアルコンソールケーブルキットは Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータに付属していません。このキットは別途注文します。

（注）

ルータの EIAコンソールポートに端末を接続するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 EIAコンソールポートに USB-to RJ-45ケーブルの USB側を接続します。

ステップ 2 次の図に示すように、DB-9アダプタケーブルの RJ-45側を USB-to RJ-45ケーブルに接続しま
す。
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図 51 : Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータへのモデムの接続

USB-to-RJ-45アダプタ2EIAコンソールポート1

デスクトップまたはシステム4RJ-45 toDB-9ケーブル3

ステップ 3 コンソールケーブルの DB-9側を端末の DB-9側に接続します。

ステップ 4 ルータと通信するには、MicrosoftWindows HyperTerminalなどのターミナルエミュレータアプ
リケーションを起動します。次のパラメータを使用してこのソフトウェアを設定します。

• 9600ボー
• 8データビット
•パリティなし
• 1ストップビット
•フロー制御なし

管理イーサネットケーブルの接続

デフォルトモード（speed-autoおよび duplex-auto）でイーサネット管理ポートを使用する場
合、ポートはAuto-MDI/MDI-Xモードで動作します。ポートはAuto-MDI/MDI-X機能によって
自動的に正しい信号接続を提供します。ポートは自動的にクロスケーブルまたはストレート型

ケーブルを検知し、適応します。

ただし、イーサネット管理ポートがコマンドラインインターフェイス（CLI）によって固定の
速度（10、100または 1000Mbps）に設定されている場合、ポートは強制的にMDIモードにな
ります。

固定速度設定およびMDIモードである場合：

•クロスケーブルを使用して、MDIポートに接続します。
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•ストレート型ケーブルを使用して、MDI-Xポートに接続します。

電磁適合性と安全性に関するTelcordia GR-1089NEBS標準に準拠するために、管理イーサネッ
トポート以外は屋内または屋外の配線またはケーブルに接続しないでください。屋内ケーブル

は、シールドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブ

アセンブリの屋内ポートは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属的に接続
しないでください。これらのインターフェイスは、屋内インターフェイス専用（GR-1089-CORE
に記載されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計されており、屋外用の OSPケー
ブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスを

OSP配線に金属的に接続するには不十分です。ステートメント

警告

SFPモジュールおよび SFP+モジュールの脱着
Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、光モジュールおよび
イーサネットモジュールを含む、さまざまな SFPおよび SFP+モジュールをサポートします。
SFPおよび SFP+モジュールの脱着方法については、以下にある SFPまたは SFP+モジュール
のマニュアルを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/modules/ps5455/prod_installation_guides_list.html

光ファイバ接続の検査およびクリーニングについては、次を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/partner/tech/tk482/tk876/technologies_white_paper09186a0080254eba.shtml

インターフェイスモジュールで SFPを取り外してから挿入するまでの間は、少なくとも 30秒
間待機することを推奨します。これは、トランシーバソフトウェアの初期化と Cisco ASR
920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの同期を可能にするため、推奨され
ます。これより短い時間でSFPを変更すると、トランシーバの初期化に問題が発生し、SFPが
無効になる可能性があります。

注意

USBフラッシュデバイスの接続
Cisco ASR 920ルータに USBフラッシュデバイスを接続するには、USBMEMというラベルの
USBポートにメモリスティックを挿入します。フラッシュメモリモジュールは決まった方向
にだけ差し込むことができます。また、ルータの電源が入っているかどうかに関係なく、いつ

でも取り付けや取り外しが可能です。

次の図に、Cisco ASR 920ルータの USBポートコネクタを示します。
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図 52 : Cisco ASR 920ルータのフラッシュトークンメモリスティック

USBフラッシュデバイスの取り外し

USBフラッシュトークンメモリスティックを Cisco ASR 920ルータから取り外して交換する
手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 USBをルータから取り外す前に、eject usb0:コマンドを実行します。

例：

rommon 2 > eject usb0
rommon 2 >

このコマンドを実行せずに USBを取り外すと、次のエラーメッセージが表示されます。
rommon 2 > dir usb0:
usb_stor_BBB_comdat:usb_bulk_msg error
failed to send CBW status 34
RESET:stall
usb_stor_BBB_comdat:usb_bulk_msg error
failed to send CBW status 34
RESET:stall
usb_stor_BBB_comdat:usb_bulk_msg error

ステップ 2 USBポートからメモリスティックを引き抜きます。

ステップ 3 CiscoUSBフラッシュメモリスティックを交換するには、図に示すように、そのモジュールを
USB MEMというラベルの USBポートに差し込みます。フラッシュメモリモジュールは決
まった方向にだけ差し込むことができます。また、ルータの電源が入っているかどうかに関係

なく、いつでも取り付けや取り外しが可能です。

これで、USBフラッシュメモリの取り付け手順は完了です。

タイミングケーブルの接続

ここでは、Cisco ASR 920ルータにタイミングケーブルを接続する方法を説明します。
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電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、ToDポートは屋
内または露出していない配線またはケーブルのみに接続してください。屋内ケーブルは、シー

ルドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブアセンブ

リの屋内ポートは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属的に接続しないで
ください。これらのインターフェイスは、屋内インターフェイス専用（GR-1089-COREに記載
されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計されており、屋外用の OSPケーブルと
区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスを OSP配
線に金属的に接続するには不十分です。

警告

BITSインターフェイスへのケーブルの接続

ここでは、ルータの BITSポートにケーブルを接続する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ルータの電源がオフであることを確認します。

ステップ 2 ストレート型のシールド付きRJ48C-to-RJ48Cケーブルを使用してBITSポートにケーブルの一
方の端を接続します。

ステップ 3 設置場所で BTSパッチまたは境界パネルにもう一方の端を接続します。

ステップ 4 ルータの電源をオンにします。

BITSポートのピン割り当ての詳細については、「トラブルシューティング」を参照してくだ
さい。

GPSインターフェイスへのケーブルの接続

ここでは、Cisco ASR 920ルータから周波数の入出力タイミング用の GPS装置にケーブルを接
続する方法について説明します。

ケーブルをRSPに取り付けるときは、ファントレイを取り外せるように余分なケーブルのサー
ビスループを残すことをお勧めします。

（注）

10 MHzまたは 1-PPS入力インターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 GPS装置にシールド付きMini-Coaxケーブルの一方の端を接続します。

Cisco ASR-920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
101

ルータの設置

BITSインターフェイスへのケーブルの接続



ステップ 2 シールド付きMini-Coaxケーブルのもう一方の端をCisco ASR 920ルータのRSPにある 10MHz
または 1-PPSポートに接続します。

10 MHzまたは 1-PPS出力インターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 スレーブ装置にシールド付きMini-Coaxケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 シールド付きMini-Coaxケーブルのもう一方の端をCisco ASR 920ルータのRSPにある 10MHz
または 1-PPSポートに接続します。

ToDインターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 GPS装置にストレートイーサネットケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 ストレートイーサネットケーブルのもう一方の端を Cisco ASR 920ルータの RSPにある ToD
または 1 PPSポートに接続します。

クロッキングの設定方法の手順については、『CiscoASR 920 Series Aggregation Services
Routers Configuration Guide』を参照してください。

（注）

イーサネットケーブルの接続

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータのインターフェイスモ
ジュールは、RJ-45ポートおよびイーサネット SFPポートをサポートしています。イーサネッ
トSFPポートにケーブルを接続する方法については、「SFPモジュールへのケーブルの接続」
を参照してください。

RJ-45ポートは、標準的なストレートおよびクロスカテゴリ 5 Unshielded Twisted-Pair（UTP;
シールドなしツイストペア）ケーブルをサポートしています。シスコではカテゴリ5UTPケー
ブルを販売していません。市販のケーブルを使用してください。
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電磁適合性と安全性に関するTelcordiaGR-1089NEBS標準に準拠するために、ギガビットイー
サネットポート以外は屋内または屋外の配線またはケーブルに接続しないでください。屋内

ケーブルは、シールドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器ま

たはサブアセンブリの屋内ポートは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属
的に接続しないでください。これらのインターフェイスは、屋内インターフェイス専用

（GR-1089-COREに記載されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計されており、屋
外用の OSPケーブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのイン
ターフェイスを OSP配線に金属的に接続するには不十分です。

警告

ケーブルを銅線のギガビットイーサネットポートに接続する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ルータの電源がオフであることを確認します。

ステップ 2 ケーブルの一方の端を、ルータ上のギガビットイーサネットポートに接続します。

ステップ 3 設置場所で BTSパッチまたは境界パネルにもう一方の端を接続します。

SFPモジュールへのケーブルの接続
シスコの光インターフェイスおよびイーサネットSFPインターフェイスへのケーブルの接続に
ついては、次を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/modules/ps5455/prod_installation_guides_list.html。

コネクタおよびケーブルの仕様

ケーブル仕様およびピン配置の詳細については、「トラブルシューティング」を参照してくだ

さい。
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第 4 章

初期設定

この章を参考にすることにより、ルータの基本設定を理解し、ネットワークにアクセスするこ

とができます。複雑な設定手順はこのマニュアルの対象外です。ご使用のシスコハードウェア

製品にインストールされているソフトウェアのリリースに対応した Cisco IOSソフトウェアコ
ンフィギュレーションマニュアルセットのモジュラコンフィギュレーションガイドおよびモ

ジュラコマンドリファレンスを参照してください。

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータをコンソールから設定す
るには、端末をルータのコンソールポートに接続する必要があります。

•システム起動前の確認 （105ページ）
•ルータの電源投入（106ページ）
•起動時のルータの設定（111ページ）
•ルータの安全な電源切断（114ページ）
•ルータの自動的なシャットダウン（115ページ）

システム起動前の確認
ルータを起動する前に、次の条件に適合していることを確認します。

•オプションのギガビットイーサネット管理ポートケーブルが装備されている。
•シャーシが確実に設置されていて、アースされている。
•電源コードおよびインターフェイスケーブルが接続されている。
•端末エミュレーションプログラム（HyperTerminalまたは同等のもの）がインストールさ
れた PCがコンソールポートに接続され、起動されている。

• PCの端末エミュレーションプログラムが 9600ボー、8データビット、1ストップビッ
ト、パリティなし、フロー制御なしと設定されている。

•アクセスコントロールのためにパスワードが選択されている。
•取り外し可能なコンポーネントの固定ネジがすべてしっかりと締められている。
•コンソール端末がオンになっている。
•イーサネットおよびシリアルインターフェイスの IPアドレスが確定している。
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ルータの電源投入
Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの取り付けとケーブルの
接続が完了したら、ルータを起動し、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電源装置をオンにします。

メッセージが停止し、PWR LEDがグリーンに点灯するまで、キーボードのキーは押
さないでください。このときに任意のキーを押すと、メッセージが停止したときに入

力された最初のコマンドと解釈されます。その結果、ルータの電源がオフになり、最

初からやり直しになる可能性があります。メッセージが停止するまでは数分かかりま

す。

注意

ステップ 2 初期化プロセスを確認します。システムの起動が完了すると（この処理には数分かかる場合が
あります）、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの初期化が
開始されます

デフォルトのシステムブートイメージのロード

例：

System Bootstrap, Version 15.4(3r)S4, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2014 by cisco Systems, Inc.
Compiled Fri 20-Jun-14 17:24 by alnguyen
Boot ROM1
Last reset cause: PowerOn
UEA platform with 3670016 Kbytes of main memory
Located asr920-universalk9_npe.BLD_V155_1_S_XE314_THROTTLE_LATEST_20140909_040038-std.bin

Image size 266103444 inode num 13, bks cnt 64967 blk size 8*512
#######################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################################
Boot image size = 266103444 (0xfdc6a94) bytes
Package header rev 0 structure detected
Calculating SHA-1 hash...done
validate_package: SHA-1 hash:

calculated c1ecf015:d2973516:c7f1f486:d12c6c55:af781feb
expected c1ecf015:d2973516:c7f1f486:d12c6c55:af781feb

Image validated
Passing control to the main image..
%IOSXEBOOT-4-DEBUG_CONF: (rp/0): File /bootflash/debug.conf is absent, ignoring
%IOSXEBOOT-4-WATCHDOG_DISABLED: (rp/0): Hardware watchdog timer disabled: disabled by
BOOT_PARAM

Restricted Rights Legend
Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.

cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
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San Jose, California 95134-1706
Cisco IOS Software, ASR920 Software (PPC_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9_NPE-M), Experimental
Version 15.5(20140909:060433)
[v155_1_s_xe314_throttle-BLD-BLD_V155_1_S_XE314_THROTTLE_LATEST_20140909_040038-ios 183]
Copyright (c) 1986-2014 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Tue 09-Sep-14 04:01 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 2005-2014 by cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License ("GPL") Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or "License Notice" file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.
% failed to initialize nvram
% attempting to recover from backup
% failed to initialize backup nvram
Tmpdisk creation successful, status = 0
flashfs[17]: 0 files, 1 directories
flashfs[17]: 0 orphaned files, 0 orphaned directories
flashfs[17]: Total bytes: 1935360
flashfs[17]: Bytes used: 1024
flashfs[17]: Bytes available: 1934336
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
cisco ASR1000 (Freescale P2020) processor (revision 1.2 GHz) with 916936K/6147K bytes
of memory.
Processor board ID CAT1814V0H6
24 Gigabit Ethernet interfaces
4 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
3670016K bytes of physical memory.
1328927K bytes of SD flash at bootflash:.
3932032K bytes of USB flash at usb0:.

--- System Configuration Dialog ---
Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: no
Press RETURN to get started!
*Sep 25 23:30:01.541: TRACE - Smart Agent successfully registered as a RF client
*Sep 25 23:30:01.541: TRACE - Smart Agent registered as a CF client succeeded
*Sep 25 23:30:01.541: TRACE - Smart Agent set CF bundle mode succeeded
*Sep 25 23:30:03.678: %IOS_LICENSE_IMAGE_APPLICATION-6-LICENSE_LEVEL: Module name =
ASR-920-24TZ-M Next reboot level = metroaccess and License = No valid license found
*Sep 25 23:30:09.212: %IOSXE_RP_NV-3-NV_ACCESS_FAIL: Initial read of NVRAM contents
failed
*Sep 25 23:30:12.458: %IOSXE_RP_NV-3-BACKUP_NV_ACCESS_FAIL: Initial read of backup NVRAM
contents failed
*Sep 25 23:30:13.941: TRACE - Smart Agent receives a RF status event 408
*Sep 25 23:30:13.941: TRACE - RF status event: unsupported status event: 408
*Sep 25 23:30:16.911: TRACE - Smart Agent receives a RF progression state event 100 0
*Sep 25 23:30:16.911: TRACE - RF progression state: state prog initialization
*Sep 25 23:30:16.921: TRACE - Smart Agent receives a RF progression state event 200 0
*Sep 25 23:30:16.921: TRACE - RF progression state: Active starts progression
*Sep 25 23:30:16.922: TRACE - Registry smart_agent_pf_get_sys_data Not used
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*Sep 25 23:30:16.922: TRACE - Get Sys Data from PI The requested operation is not supported
*Sep 25 23:30:16.922: TRACE - UDI Retrieval returned Success
*Sep 25 23:30:16.922: %SMART_LIC-6-AGENT_READY: Smart Agent for Licensing is initialized
*Sep 25 23:30:16.923: %SMART_LIC-6-HA_ROLE_CHANGED: Smart Agent HA role changed to Active.
*Sep 25 23:30:16.928: TRACE - Smart Agent receives a RF progression state event 201 0
*Sep 25 23:30:16.928: TRACE - RF progression state: Active drain
*Sep 25 23:30:16.931: TRACE - Smart Agent receives a RF progression state event 202 0
*Sep 25 23:30:16.931: TRACE - RF progression state: Active preconfig
*Sep 25 23:30:16.936: TRACE - Smart Agent receives a RF progression state event 203 0
*Sep 25 23:30:16.936: TRACE - RF progression state: Active postconfig
*Sep 25 23:30:16.939: TRACE - Smart Agent receives a RF progression state event 204 0
*Sep 25 23:30:16.939: TRACE - RF progression state: Agent is now fully Active 0
*Sep 25 23:30:17.662: pak_debug_init: Successfully initialized pak debug trace buffer
*Sep 25 23:30:17.789: ******************** Box changed from Router mode to Router mode
*Sep 25 23:30:18.114: %SPANTREE-5-EXTENDED_SYSID: Extended SysId enabled for type
vlanCannot Get the number of ports in MAC notification
*Sep 25 23:30:20.314: %LINK-3-UPDOWN: Interface Lsmpi0, changed state to up
*Sep 25 23:30:20.314: %LINK-3-UPDOWN: Interface EOBC0, changed state to up
*Sep 25 23:30:20.314: %LINK-5-CHANGED: Interface GigabitEthernet0, changed state to
administratively down
*Sep 25 23:30:20.315: %LINK-3-UPDOWN: Interface LIIN0, changed state to up
*Sep 25 23:30:20.503: **************** About to start Config Read
*Sep 25 23:30:07.035: %CMRP-3-PFU_MISSING:cmand: The platform does not detect a power
supply in slot 1
*Sep 25 23:30:20.305: %SERVICES-3-NORESOLVE_ACTIVE:linux_iosd-image: Error resolving
active FRU: BINOS_FRU_RP
*Sep 25 23:30:21.030: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface Lsmpi0, changed
state to up
*Sep 25 23:30:21.030: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface EOBC0, changed
state to up
*Sep 25 23:30:21.030: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0,
changed state to down
*Sep 25 23:30:21.030: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface LIIN0, changed
state to up
*Sep 25 23:30:48.537: %EMD-3-IDPROM_ACCESS:emd: Failed access or process an IDPROM
because Invalid argument -Traceback= 1#8e437c5ca404c03d7153d48baa94e0a1
errmsg:EF59000+2230 :10000000+7868 :10000000+9B74 :10000000+9CE4 :10000000+AD88
:10000000+B2F0 evlib:F334000+E438 evlib:F334000+105E4 :10000000+8FE0 c:E682000+1E938
c:E682000+1EAE0
*Sep 25 23:32:15.098: %CMRP-3-IDPROM_ACCESS:cmand: Failed to access or process IDPROM
'power supply': Invalid argument -Traceback= 1#fa970c1e29e154de1ad81d144390dd96
errmsg:E26F000+2230 :10000000+39D6C :10000000+72744 :10000000+4E7D4 :10000000+6EDDC
evlib:E64A000+E438 evlib:E64A000+105E4 :10000000+652F8 c:D9C3000+1E938 c:D9C3000+1EAE0
*Sep 25 23:32:30.069: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0, changed state to down
*Sep 25 23:32:30.744: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/0,
changed state to down
*Sep 25 23:32:30.745: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/1,
changed state to down
*Sep 25 23:32:30.745: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/2,
changed state to down
*Sep 25 23:32:30.750: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/3,
changed state to down
*Sep 25 23:32:30.751: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/4,
changed state to down
*Sep 25 23:32:30.751: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/5,
changed state to down
*Sep 25 23:32:30.751: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/6,
changed state to down
*Sep 25 23:32:30.752: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/7,
changed state to down
*Sep 25 23:32:30.752: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/8,
changed state to down
*Sep 25 23:32:30.753: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/9,
changed state to down
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*Sep 25 23:32:31.574: ***************** System Flag Notify SYSFLAG_CONFIGURED 1
*Sep 25 23:32:31.763: %IOSXE_OIR-6-INSSPA: SPA inserted in subslot 0/0
*Sep 25 23:32:32.004: ***************** System Flag Notify SYSFLAG_INIT 1
*Sep 25 23:32:32.004: %SYS-5-RESTART: System restarted --
Cisco IOS Software, ASR920 Software (PPC_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9_NPE-M), Experimental
Version 15.5(20140909:060433)
[v155_1_s_xe314_throttle-BLD-BLD_V155_1_S_XE314_THROTTLE_LATEST_20140909_040038-ios 183]
Copyright (c) 1986-2014 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Tue 09-Sep-14 04:01 by mcpre
*Sep 25 23:32:39.345: %LINK-3-UPDOWN: Interface LIIN0, changed state to up
*Sep 25 23:32:42.971: %SYS-6-BOOTTIME: Time taken to reboot after reload = 670 seconds
Translating "devicehelper.cisco.com"...domain server (255.255.255.255)
Authentication passed
*Sep 25 23:33:38.709: Error: Lic request failed for bundle count 1, Return code :Request
failed due to no license
*Sep 25 23:33:38.711: %SPA_OIR-6-ONLINECARD: SPA (24xGE-4x10GE-FIXED-C) online in subslot
0/0
*Sep 25 23:33:38.712: %LICENSE-1-REQUEST_FAILED: License request for feature
1GEupgradelicense 1.0 failed. UDI=ASR-920-24TZ-M:CAT1814V0H6
*Sep 25 23:33:40.081: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/0, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.281: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/1, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.329: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/2, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.329: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/3, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.329: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/4, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.425: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/7, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.473: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/8, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.521: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/9, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.569: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/10, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.569: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/11, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.569: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/12, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.569: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/13, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.569: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/14, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.569: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/15, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.617: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/16, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.617: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/17, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.617: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/18, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.617: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/19, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.618: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/20, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.618: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/21, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.618: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/22, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.665: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/23, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.665: %LINK-3-UPDOWN: Interface TenGigabitEthernet0/0/24, changed state
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to down
*Sep 25 23:33:40.665: %LINK-3-UPDOWN: Interface TenGigabitEthernet0/0/25, changed state
to down
*Sep 25 23:33:40.713: %LINK-3-UPDOWN: Interface TenGigabitEthernet0/0/26, changed state
to down
*Sep 25 23:33:40.714: %LINK-3-UPDOWN: Interface TenGigabitEthernet0/0/27, changed state
to down
*Sep 25 23:33:40.809: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/5, changed state to
down
*Sep 25 23:33:40.857: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/6, changed state to
down
*Sep 25 23:33:42.265: GigabitEthernet0/0/18: Port License not activated, activate license
to use port.
*Sep 25 23:33:42.361: GigabitEthernet0/0/19: Port License not activated, activate license
to use port.
*Sep 25 23:33:42.457: GigabitEthernet0/0/20: Port License not activated, activate license
to use port.
*Sep 25 23:33:42.553: GigabitEthernet0/0/21: Port License not activated, activate license
to use port.
*Sep 25 23:33:42.649: GigabitEthernet0/0/22: Port License not activated, activate license
to use port.
*Sep 25 23:33:42.745: GigabitEthernet0/0/23: Port License not activated, activate license
to use port.
*Sep 25 23:33:42.841: TenGigabitEthernet0/0/24: Port License not activated, activate
license to use port.
*Sep 25 23:33:42.937: TenGigabitEthernet0/0/25: Port License not activated, activate
license to use port.
*Sep 25 23:33:42.985: TenGigabitEthernet0/0/26: Port License not activated, activate
license to use port.
*Sep 25 23:33:43.128: TenGigabitEthernet0/0/27: Port License not activated, activate
license to use port.
*Sep 25 23:33:47.106: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/0/0, changed state to
up
*Sep 25 23:33:47.829: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/0/0,
changed state to up
Router>

ブートプロセス中に、SYSTEM LEDを確認します。ルータの起動後、STAT LEDはグリーン
に点灯し続けます。

前面パネルの LEDの確認
前面パネルのインジケータ LEDでは、起動中の電源、動作、ステータスに関する有益な情報
が得られます。LEDの詳細については、「LEDインジケータ」を参照してください。

ハードウェア構成の確認

ハードウェア機能を表示して確認するには、次のコマンドを入力します。

• show version：システムのハードウェアバージョン、インストールされているソフトウェ
アバージョン、コンフィギュレーションファイルの名前とソース、ブートイメージ、お

よび使用されているDRAM、NVRAM、およびフラッシュメモリの合計サイズを表示しま
す。

• show diag slot：シャーシ内のアセンブリの IDPROM情報が表示されます。
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ハードウェアとソフトウェアの互換性の確認

Cisco ASR 920ルータ搭載ハードウェアに対する Cisco IOS-XEソフトウェアの最低要件を確認
するには、Cisco.comの Software Researchツールを使用します。このツールでは、個別のハー
ドウェアモジュールやコンポーネントにおける Cisco IOS-XEの最小要件を確認できます。

このツールにアクセスするためには、Cisco.comのログインアカウントが必要です。（注）

Software Researchツールへアクセスするには、次の手順を実行します。

1. http://software.cisco.com/selection/research.htmlにアクセスします。
2. [Search by Product]タブで、「ASR 920」と入力します。
3. シスコによって推奨されるリリースバージョンが表示されます。

起動時のルータの設定
ここでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの基本実行コ
ンフィギュレーションを作成する方法を説明します。

ルータの設定を完了するためには、あらかじめシステム管理者から正しいネットワークアドレ

スを入手するか、システム管理者にネットワーク計画を知らせて、アドレスが正しいかどうか

を確認する必要があります。

（注）

設定プロセスを進める前に、show versionコマンドを入力して、ルータの現在の状態を確認し
ます。コマンドを実行すると、ルータで使用できる Cisco IOSソフトウェアのバージョン番号
が表示されます。

コンフィギュレーションを作成してから変更する方法については、Cisco IOSのコンフィギュ
レーションおよび『Cisco IOS Master Command List, All Releases』を参照してください。

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータをコンソールから設定す
るには、端末またはターミナルサーバを Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータのコンソールポートに接続する必要があります。管理イーサネット
ポートを使用して Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを設定
するには、ルータの IPアドレスが必要です。

コンソールを使用して CLIにアクセスする方法
コンソールを使用してコマンドラインインターフェイスにアクセスする手順は、次のとおりで

す。
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手順

ステップ 1 システムの起動中にプロンプトに対して「No」と入力します。

例：

--- System Configuration Dialog ---
Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: no

ステップ 2 Returnキーを押して、ユーザ EXECモードを開始します。

次のプロンプトが表示されます。

例：

Router>

ステップ 3 ユーザ EXECモードで、次のように enableコマンドを入力します。

例：

Router> enable

ステップ 4 次の例に示すように、パスワードプロンプトにシステムパスワードを入力します。システム
に有効なパスワードが設定されていない場合、この手順は省略できます。

例：

Password: enablepass

パスワードが許可されると、以下の特権 EXECモードプロンプトが表示されます。

例：

Router#

これで、特権EXECモードでCLIにアクセスできるようになりました。必要に応じて、コマン
ドを入力し、必要な作業を完了できます。

ステップ 5 コンソールセッションを終了するには、次のように quitコマンドを入力します。

例：

Router# quit

グローバルパラメータの設定

セットアッププログラムの初回起動時に、グローバルパラメータを設定します。これらのパ

ラメータはシステム全体の設定を制御するために使用します。次の手順を実行して、グローバ

ルパラメータを入力してください。
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手順

ステップ 1 コンソール端末をコンソールポートに接続して、ルータを起動します。コンソール端末への接
続の詳細については、「コンソールケーブルの接続」のセクションを参照してください。

次に示すのは、出力例です。実際のプロンプトはこれとは異なることがあります。（注）

この情報が表示された場合、ルータは正常に起動していることを意味します。

例：

Restricted Rights Legend

Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.

cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive

San Jose, California 95134-1706
.
.
.

--- System Configuration Dialog ---

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: yes

Press RETURN to get started!

ステップ 2 コンフィギュレーションスクリプトの最初の部分は、システムの初回起動時にだけ表示されま
す。次回以降のセットアップ機能の使用時には、次の例のようにシステム設定ダイアログでス

クリプトが開始されます。初期設定ダイアログを開始するかどうかを確認するプロンプトが表

示されたら、yesと入力します。

例：

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no] yes
At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.
Basic management setup configures only enough connectivity for management of the system,
extended setup will ask you to configure each interface on the system.

基本管理セットアップでは、システム管理用の接続だけが設定されます。拡張セットアップで

は、システムの各インターフェイスも設定する必要があります。

実行コンフィギュレーションの設定値の確認

入力した設定値を確認するには、Router#プロンプトで show running-configコマンドを入力し
ます。
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Router# show running-config

コンフィギュレーションへの変更を確認するには、ユーザ EXECモードで show startup-config
コマンドを使用して変更内容を表示し、copy run-startコマンドを使用してNVRAMに保存しま
す。

NVRAMへの実行コンフィギュレーションの保存
コンフィギュレーションまたはスタートアップコンフィギュレーションへの変更を NVRAM
に保存するには、次のようにプロンプトに対して copy running-config startup-configコマンドを
入力します。

Router# copy running-config startup-config

このコマンドを使用すると、設定モードおよびセットアップ機能を使用してルータに作成した

設定が保存されます。この作業を行わないと、設定は失われ、次回のルータのリロード時に使

用できなくなります。

ルータの安全な電源切断
ここでは、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータのシャットダ
ウン方法を示します。シャーシのすべての電源を切る前に、reloadコマンドを発行することを
推奨します。これにより、オペレーティングシステムによってすべてのファイルシステムが

クリーンアップされます。リロード処理が完了したら、Cisco ASR 920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの電源を安全に切断できます。

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの電源を安全に切断する
には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップを身に付けます。

ステップ 2 reload コマンドを入力します。

ステップ 3 reloadコマンドを確認します。

例：

Rmcp-6ru-1#reload
Proceed with reload? [confirm]
Aug 17 00:06:47.051 R0/0: %PMAN-5-EXITACTION: Process manager is exiting: prs exit with
reload chassis code

ステップ 4 reloadコマンドを確認したあと、システムブートストラップメッセージが表示されるまで、シ
ステムの電源を切らずに待機します。

例：
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System Bootstrap, Version 15.4(3)S1, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2012 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: RSP-Board
UEA platform with 2097152 Kbytes of main memory

ステップ 5 Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータから電源ケーブルを取り
外します（電源ケーブルが接続されている場合）。

•回路ブレーカースイッチの付いた電源の場合は、スイッチをオフ（O）の位置に切り替え
ます。

•スタンバイスイッチの付いた電源の場合は、スタンバイスイッチをスタンバイ位置に切
り替えます。

ルータの電源をオフにしたのち、再度電源をオンにするまで、30秒以上間隔をあけて
ください。

（注）

ルータの自動的なシャットダウン
このセクションでは、ソフトウェアによって Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、
ASR-920-24TZ-Mルータのシャットダウンが自動的に開始されるシナリオを示します。

1. 取り外し後、ファントレイが所定の時間内に再挿入されない。シャットダウン時間の詳細
については、「CiscoASR-920-24SZ-IMルータのシャットダウン時間の表」を参照してくだ
さい。

2. オンボードまたは PSU温度センサーがシャットダウンの制限を検出する。
3. 複数（2つ以上）のファンで障害が発生し、ファンが機能していない。

ルータのシャットダウン後に、PSULEDがPSUがオフになっていることを示す赤になります。

ルータを再起動するには、AC/DC入力の電源を再投入する必要があります。PSU入力を 30秒
間遮断した後に PSUの電源をオンにします。

（注）
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第 5 章

トラブルシューティング

この章では、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータで問題が発
生した場合のトラブルシューティングについて説明します。

•ピン配置（117ページ）

ピン配置
ここでは、CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータのインターフェ
イスのピン割り当てについて説明します。

BITSポートのピン配置

BITSポートは、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータでのみサポートされます。（注）

次の表に、BITSポートのピン配置を要約します。

表 18 : BITSポートのピン配置

説明方

向

信号名ピ

ン

受信リン

グ

入

力

RXリン
グ

1

受信チッ

プ

入

力

RXチッ
プ

2

未使用——3

TXリング出

力

TXリン
グ

4
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説明方

向

信号名ピ

ン

TXチップ出

力

TXチッ
プ

5

未使用——6

未使用——7

未使用——8

GPSポートのピン割り当て
次の表に、GPSポートのピン配置を要約します。

GPSポートは、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータでのみサポートされます。（注）

10 Mhzおよび 1 PPSのインターフェイスは、Cisco IOS CLIコマンドを使用して入力または出
力として設定できます。詳細については、『Cisco ASR 920 Series Aggregation Services Router
Configuration Guide』を参照してください。

（注）

表 19 : GPSポートのピン割り当て

1PPS（入力および出力）10 Mhz（入力および出力）

入力：パルス形状

出力：パルス形状

入力：正弦波

出力：方形波

波形

入力：> 2.4ボルト TTL互
換

出力：> 2.4ボルト TTL互
換

入力：> 1.7ボルト p-p（+8～+10 dBm）

出力：> 2.4ボルト TTL互換

振幅

50オーム50オームインピーダン

ス

26マイクロ秒50 %のデューティサイクルパルス幅

40ナノ秒入力：AC結合

出力：5ナノ秒

立ち上がり時

間
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Time-of-Dayポートのピン配置
次の表に、ToD/1-PPSポートのピン配置を要約します。

ToDポートは、Cisco ASR-920-24SZ-IMルータでのみサポートされます。（注）

表 20 : RJ-45 1PPS/ToDポートのピン配置

説明方向信号名ピ

ン

接続しない出力RESERVED1

接続しない入力RESERVED2

1PPSRS422信号出力または入

力

1PPS_N3

——GND4

——GND5

1PPSRS422信号出力または入

力

1PPS_P6

Time-of-Day文字出力または入

力

TOD_N7

Time-of-Day文字出力または入

力

TOD_P8

アラームポートのピン配置

次の表に、外部アラーム入力のピン割り当てを要約します。

表 21 :外部アラーム入力のピン配置

説明信号名ピ

ン

アラーム入力 0ALARM0_IN1

アラーム入力 1ALARM1_IN2

接続なし—3

アラーム入力 2ALARM2_IN4
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説明信号名ピ

ン

アラーム入力 3ALARM3_IN5

接続なし—6

接続なし—7

一般的なアラー

ム

COMMON8

管理イーサネットポートのピン割り当て

次の表に、管理イーサネットポートのピン割り当てを要約します。

表 22 :ファンアラームポートのピン割り当て

信号

名

ピ

ン

TRP0+1

TRP0-2

TRP1+3

TRP2+4

TRP2-5

TRP1-6

TRP3+7

TRP3-8

USBコンソールポートのピン配置
次の表に、USBコンソールポートのピン割り当ての要約を示します。

表 23 :単一の USBコンソールポートのピン配置

説明信号

名

ピ

ン

+5VDCVccA1

データ
-

D-A2
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説明信号

名

ピ

ン

データ
+

D+A3

地面GndA4

USBコンソールポート +5 VDCは入力で、USBペリフェラルデバイスとして機能します。（注）

USBフラッシュまたはMEMポートのピン配置
次の表に、USBフラッシュまたはMEMポートのピン割り当ての要約を示します。

表 24 :単一の USBフラッシュまたはMEMポートのピン配置

説明信号

名

ピ

ン

+5 VDC
（500mA）

VccA1

データ -D-A2

データ +D+A3

地面GndA4

USB TYPE-Aレセプタクルを使用します。（注）

USBフラッシュまたはMEMポート +5VDCは出力です。Cisco ASR 920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータは、USBフラッシュまたはMEMポートに電力を
供給します。このポートは USBホストデバイスとして動作します。

（注）

RJ45Cポートのピン割り当て
次の表に、8ポートT1/E1インターフェイスモジュールにおけるRJ45Cポートのピン割り当て
の要約を示します。
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表 25 : RJ45Cポートのピン割り当て

信号名ピン

RX_TIP1

RX_RING2

TX_TIP4

TX_RING5

Not Connected（未接
続）

3、6、7、
8

光ファイバの仕様の確認

光ファイバの送信仕様は、シングルモードおよびマルチモードの2つのタイプのファイバを定
義します。シングルモードのカテゴリ内で、短距離、中距離、長距離の3つの送信タイプが定
義されます。マルチモードカテゴリ内では、短距離だけを使用できます。光 SFPモジュール
については、次の場所にある SFPモジュールのマニュアルを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/modules/ps5455/prod_installation_guides_list.html

アラーム条件の確認

次の表に、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータでのアラーム
条件の意味を要約します。

表 26 :アラーム条件の要約

アラームの意味アラームの種

類

ポートがダウン状態です。

環境センサーのしきい値がCriticalレベルを超えています（電圧、温度）

Critical

環境センサーのしきい値がMajorレベルを超えています（電圧、温度）Major

ポートが管理上の理由でシャットダウンされています。Info
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第 6 章

サイトログ

サイトログは、ルータの設置およびメンテナンスに関連するアクションを記録するものです。

ルータの作業者全員がすぐに参照できるように、サイトログはシャーシのそばに保管してくだ

さい。設置チェックリスト（「設置場所の計画」を参照）を使用して、ルータの設置とメンテ

ナンスの手順を確認します。サイトログエントリには、次の項目が含まれていることがあり

ます。

•設置の進行状況：Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの
設置チェックリストのコピーを作成して、サイトログに挿入します。各タスクの完了時

に、エントリを作成します。

•アップグレード、取り外し、およびメンテナンス手順：進行中のルータのメンテナンスと
拡張履歴のレコードとして、サイトログを使用します。Cisco ASR 920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータでタスクを実行するたびに、サイトログを更
新して次の情報を反映させます。

•インターフェイスモジュールの取り外しまたは交換
•設定変更
•メンテナンスのスケジュールと要件
•実行したメンテナンス手順
•間欠的な問題
•コメントとメモ

次の表に、サイトログのサンプルを記載します。サンプルをコピーする、またはサイトおよび

機器の要件に合った独自のサイトログを設計します。

表 27 :サイトログ

イニシャ

ル

実行したアクションまたは発生した現象の説明日

付
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イニシャ

ル

実行したアクションまたは発生した現象の説明日

付
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第 7 章

サポートされる PID

説明PID

ASR 920 Metro Accessサービスペーパー PAKASR920-S-M=

ASR 920 Metro IP Accessサービスペーパー PAKASR920-S-I=

ASR 920 Advanced Metro IP Accessサービスペーパー PAKASR920-S-A=

ASR 920 ATMライセンスペーパー PAKASR920-ATM=

ASR 920 IEEE 1588-2008 BC/MCライセンスペーパー PAKASR920-1588

ASR 920 IEEE 1588-2008 BC/MCライセンスペーパー PAKASR920-1588=

Cisco ASR920シリーズ：12ポート GEライセンスペーパー PAKASR920-1G-12

Cisco ASR920シリーズ：12ポート GEライセンスペーパー PAKASR920-1G-12=

Cisco ASR920シリーズ：2ポート 10GEライセンスペーパー PAKASR920-10G-2=

Cisco ASR920シリーズ：12ポート 1GEおよび 2ポート 10GEライセンスASR920-12G-2-10G

ASR 920 Metro IP～ Advanced Metro IP Accessペーパー PAKASR920-S-I-A=

ASR 920 Metro Access～Metro IP Accessペーパー PAKASR920-S-M-I=

ASR 920 Metro Access～ Advanced Metro IP Accessペーパー PAKASR920-S-M-A=

ASR 920 Metro Access Services E-Delivery PAKL-ASR920-S-M=

ASR 920 Metro IP Access Services E-Delivery PAKL-ASR920-S-I=

ASR 920 Advanced Metro IP Access Services E-Delivery PAKL-ASR920-S-A=

ASR 920 ATMライセンス E-Delivery PAKL-ASR920-ATM=

ASR 920 IEEE 1588-2008 BC/MCライセンス E-Delivery PAKL-ASR920-1588=
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説明PID

ASR 920 Metro Access～ Adv Metro IP Access E-Delivery PAKL-ASR920-S-M-A=

ASR 920 Metro IP～ Advanced Metro IP Access E-Delivery PAKL-ASR920-S-I-A=

ASR 920 Metro Access～Metro IP Access E-Delivery PAKL-ASR920-S-M-I=

Cisco ASR920シリーズ：12ポート GEライセンス E-Delivery PAKL-ASR920-1G-12=

Cisco ASR920シリーズ：2ポート 10GEライセンス E-Delivery PAKL-ASR920-10G-2=

電源ケーブル

電源コード：南アフリカ、16/10A、250V、1830mm、-40C～ +85CCAB-AC-SA

電源コード：アルゼンチン、10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-ARG

電源コード：イスラエル、16/10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-ISR

電源コード：台湾、15/10A、125V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-TAI

電源コード：中国、10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-CHI

電源コード：韓国、16/10A、125V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-KOR

電源コード：ヨーロッパ、16/10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-EUR

電源コード：イタリア、10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-ITL

電源コード：英国、13/10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-UK

電源コード：オーストラリア、10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-AUS

電源コード：米国、15A、125V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-US

電源コード：ブラジル、10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-BRA

電源コード：インド、16/10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-IND

電源コード：スイス、10A、250V、2500mm、-40C～ +85CCAB-AC-SUI

表 28 :サポートされる PID：アクセサリキット

説明PID

Cisco ASR 920用 ETSIラックマウントオプションA920-RCKMT-ETSI

Cisco ASR 920用 ETSIラックマウントオプション、スペアA920-RCKMT-ETSI=

Cisco ASR 920用 EIA 19インチラックマウントオプションA920-RCKMT-19
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説明PID

Cisco ASR 920用 EIA 19インチラックマウントオプション、スペアA920-RCKMT-19=

Cisco ASR 920用 EIA 23インチラックマウントオプションA920-RCKMT-23

Cisco ASR 920用 EIA 23インチラックマウントオプション、スペアA920-RCKMT-23=

ASR 900 USBコンソールケーブルキットA900-CONS-KIT-U

ASR 900 USBコンソールケーブルキット、スペアA900-CONS-KIT-U=

ASR 920シリアルコンソールケーブルキットA920-CONS-KIT-S

ASR 920シリアルコンソールケーブルキット、スペアA920-CONS-KIT-S=

19インチおよび 23インチラックマウント用 ASR 920ケーブルブラケットASR920-CBL-BRKT

19インチおよび 23インチラックマウント用 ASR 920ケーブルブラケット（スペア）ASR920-CBL-BRKT=

ETSIラックマント用 ASR 920ケーブルブラケットASR920-CBL-BRKT-E

ETSIラックマント用 ASR 920ケーブルブラケット（スペア）ASR920-CBL-BRKT-E=

ASR 920防火しずくトレイ：モジュラA920-DRIP-TRAY

ASR 920防火しずくトレイ：モジュラ、スペアA920-DRIP-TRAY=

ASR 920 SFPダストキャップ、スペア

SFPポートを使用しない場合は、未使用のポートに対して SFPダストキャップを取
り付けます。

（注）

A900-DCAP-SFP-L=

ASR 920 RJ-45ダストキャップ、スペア

RJ-45ポートを使用しない場合は、未使用のポートに対してRJ-45ダストキャップを
取り付けます。

（注）

A900-DCAP-RJ45-L=

ASR 920 USBダストキャップ、スペア

USBポートを使用しない場合は、未使用のポートに対してUSBダストキャップを取
り付けます。

（注）

A900-DCAP-USB-L=
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